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21年ぶりに財政調整基金を取り崩さずに

「新しいまちづくり予算」を編成
一般会計予算 36億円

（前年比　２億 2,800 万円増、6.8％増）

　

町
の
予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
22
年
度
の
施
政
方
針
と
３
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
新
年
度

予
算
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳出の性質別とは？

町で支払われる経費を給料や償還
金、工事費等の経済的性質に分類
したもの。（下記「財政用語解
説」参照）

　その他の内訳

・議会費 8,194 万 4 千円、2.3％
（△ 367 万円、△ 4.3％）

・商工費 4,980 万 5 千円、1.4％
（949 万 7 千円、23.6％）

・予備費 1,000 万円、0.3％
（前年同額）

・災害復旧費 8 千円、0.0％
（前年同額）

歳出の目的別とは？

町で支払われる経費を福
祉や衛生、農業、教育等
の行政目的別に分類した
もの。

人件費
・職員給料のほか、議会議員や各委員報酬など。
扶助費（お爺さんお婆さんの介護費用）
・�社会保障制度の一環として、最低限の生活を維持す
るために支払われる経費。

公債費（ローンの返済金）
・�学校建設や道路整備等のため借入れた資金の返済費。
物件費（電気・水道代や食費等の生活費）
・�光熱水費や通信運搬費、委託料、使用料など消費的
な経費。

維持補修費（家や車の修理費）
・公共施設や道路の効用を保全するための経費。
補助費等（区費や慶弔費・保険料等）
・�各種団体への補助金や広域市町村圏組合等への負担
金のほか保険料など。

繰出金（子どもへの仕送り）
・�国民健康保険や老人保健、介護保険、農業集落排水
事業など特別会計へ支払われる経費。

投資的経費（家の新築費用等）
・�学校建設や道路整備等その効果が資本形成となるた
めに支払われる経費。

財政用語の解説（　）内は家庭に例えると

諸

予算の概要

特別会計の状況

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
総
額
は
36
億
円
で
、
前
年
度

の
当
初
予
算
と
比
べ
（
２
年
ぶ
り

の
プ
ラ
ス
編
成
）
6.8
％
増
加
し
ま

し
た
。

新
た
な
事
業
に
は
「
デ
マ
ン
ド

交
通
事
業
」、「
上
総
一
ノ
宮
駅
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備
事
業
」、「
社

会
福
祉
協
議
会
の
用
地
と
建
物
の

取
得
事
業
」、「
子
ど
も
手
当
」、

千
葉
県
の
実
施
に
先
行
し
て
町
単

独
で
行
う
「
子
ど
も
医
療
費
助
成

事
業
」
な
ど
、
住
民
要
望
を
反
映

し
た
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。歳

出
を
性
質
別
に
見
る
と
、
人

件
費
は
国
の
緊
急
雇
用
対
策
に
基

づ
い
て
「
臨
時
職
員
13
人
分
」
を

計
上
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
増
加

し
、
扶
助
費
も
「
子
ど
も
手
当
の

支
給
」
な
ど
に
よ
り
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
投
資
的
経
費
に
つ

い
て
は
、
平
成
21
年
度
に
国
か
ら

交
付
さ
れ
た
「
地
域
活
性
化
交
付

金
」
を
活
用
し
、
道
路
事
業
な
ど

を
前
倒
し
す
る
こ
と
で
経
費
の
削

減
を
図
り
ま
し
た
が
、新
た
に「
上

総
一
ノ
宮
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
整

備
事
業
」
や
「
社
会
福
祉
協
議
会

の
用
地
と
建
物
の
取
得
」
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
増
加
し

て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
景
気
低
迷
の
影
響

に
よ
り
、
町
民
法
人
税
な
ど
の
落

ち
込
み
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、

沿
岸
部
の
住
宅
増
加
な
ど
か
ら
固

定
資
産
税
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
。さ

ら
に
国
が
進
め
る
地
域
主
権

改
革
の
第
一
歩
と
し
て
、
地
方
が

自
由
に
使
え
る
財
源
を
増
や
し
、

自
主
財
源
の
充
実
・
強
化
を
図
る

た
め
、
地
方
交
付
税
の
増
額
交
付

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
平
成
元
年
度
以
来
、
21
年
ぶ

り
に
財
政
調
整
基
金
の
取
崩
し
は

ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
普
通
交
付
税

の
増
額
交
付
は
臨
時
的
な
対
策
で

あ
り
、
財
政
状
況
が
根
本
的
に
改

善
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
更
な
る
事
務
改
善
を
図
り
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

特
別
会
計
で
は
5
会
計
の
総
額

は
24
億
７
、９
１
４
万
円
で
、
前

年
度
と
比
べ
3.0
％
マ
イ
ナ
ス
で

す
。こ

れ
は
、
介
護
保
険
会
計
や
後

期
高
齢
者
医
療
会
計
が
増
加
す
る

も
の
の
、
一
宮
荘
会
計
と
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
会
計
が
廃
止
さ
れ
る

た
め
、
特
別
会
計
全
体
で
は
減
少

し
た
も
の
で
す
。

会　　　計　　　名 予　　算　　額 増減率

国民健康保険事業特別会計 13 億 7,262 万 6 千円 △ 0.1％

老 人 保 健 特 別 会 計 150 万 5 千円 △ 23.1％

介 護 保 険 特 別 会 計 8 億 5,545 万 9 千円 2.9％

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1 億 4,762 万 4 千円 15.7％

一 宮 荘 特 別 会 計 廃　止 皆　減

老人福祉センター特別会計 廃　止 皆　減

農業集落排水事業特別会計 1 億 192 万 6 千円 △ 11.3％

計 24 億 7,914 万円 △ 3.0％

エレベータの設置が予定される
上総一ノ宮駅の跨線橋
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一
宮
町
制
１
２
０
周
年
記
念
事

業
で
す
が
、
企
画
委
員
会
で
検
討

し
、
31
の
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
企

画
提
案
書
を
提
出
頂
き
ま
し
た
。

事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
全
国
か
ら
１
６
１
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
の
中
か
ら
企
画
委
員
会

で
最
優
秀
賞
１
点
、
特
別
賞
12
点

を
選
考
し
て
頂
き
ま
し
た
。
最
優

秀
賞
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
は

「
い
っ
ち
ゃ
ん
」
で
、
今
後
町
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
着
ぐ
る
み

も
作
成
し
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
に

貸
出
し
、
活
躍
し
て
頂
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。委
員
の
皆
様
に
は
、

期
間
の
短
い
中
、
お
忙
し
い
と
こ

ろ
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ま
た
、
１
２
０
周
年
の
記
念
式

典
は
９
月
12
日
（
日
）
に
農
林
商

工
祭
開
会
式
と
一
緒
に
行
う
予
定

で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、

日
頃
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
る
道
路

に
親
し
み
を
持
っ
て
頂
く
た
め
、

町
道
の
愛
称
を
募
集
し
た
り
、
地

震
体
験
車
や
自
衛
隊
に
派
遣
要
請

を
し
た
大
規
模
な
防
災
訓
練
の
実

施
、
小
学
生
に
よ
る
子
ど
も
議
会

等
、
様
々
な
記
念
事
業
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

次
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
乗

合
タ
ク
シ
ー
関
係
で
す
が
、
昨
年

２
月
に
協
議
会
を
設
置
し
一
宮
町

の
新
た
な
交
通
手
段
の
実
現
可
能

性
を
検
討
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
高
齢
化
が
進
む
一
宮
町

で
は
、
通
院
や
買
物
等
の
交
通
手

段
が
必
要
と
考
え
、
タ
ク
シ
ー
の

便
利
さ
で
バ
ス
並
み
の
料
金
で
運

行
す
る
「
デ
マ
ン
ド
交
通
」
が
、

我
が
町
に
一
番
適
し
て
い
る
と
判

断
致
し
ま
し
た
。
こ
の
内
容
に
つ

き
ま
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
、
2
月
27
日
に
住
民

説
明
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
57

名
の
参
加
が
あ
り
、
多
く
の
貴
重

な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
を
も
と
に
、
今
後
更
に
検
討
を

重
ね
、
こ
の
秋
に
は
試
験
運
行
が

開
始
出
来
る
よ
う
進
め
て
参
り
ま

す
。次

に
上
総
一
ノ
宮
駅
を
中
心
と

し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
２
月
に
協
議

会
を
設
置
し
、
３
月
ま
で
に
９
回

の
協
議
会
と
、
６
月
に
は
住
民
参

加
に
よ
る
歩
行
体
験
を
、
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
を
始
め
、
千
葉
県
、
茂
原
警

察
署
、
東
京
電
力
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
小

湊
鉄
道
等
関
係
機
関
と
の
協
議
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

上
総
一
ノ
宮
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
跨
線

橋
に
２
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
を
設
置

し
、
多
機
能
ト
イ
レ
の
新
設
と
駅

舎
入
口
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
る

等
、
22
年
度
中
に
着
工
す
る
予
定

で
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が
整
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

重
点
整
備
地
区
内
の
国
・
県
道
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
き
ま
し
て

は
、
歩
車
道
の
段
差
解
消
や
電
柱

の
移
動
等
、
用
地
確
保
の
問
題
等

か
ら
早
急
な
対
応
は
困
難
で
あ
り

ま
す
が
、
歩
道
の
部
分
的
な
補
修

や
側
溝
の
蓋
改
修
等
、
簡
易
な
も

の
に
つ
い
て
、
逐
次
改
善
を
図
る

事
で
県
の
整
備
セ
ン
タ
ー
と
協
議

が
済
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
は
、

協
議
会
と
共
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

向
け
、
実
施
さ
れ
る
事
業
の
進
捗

状
況
を
検
証
し
な
が
ら
、
更
に
推

進
し
て
参
り
ま
す
。　

次
に
21
年
度
か
ら
実
施
し
て
参

り
ま
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
町
民
提

案
事
業
」
は
、
７
団
体
に
よ
り
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

町
民
団
体
が
自
主
的
に
企
画
実
施

す
る
、
公
益
性
の
高
い
ま
ち
づ
く

り
事
業
に
補
助
金
を
交
付
す
る
も

の
で
、
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も

更
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
ア
イ

デ
ア
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

提
案
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

次
に
新
し
い
総
合
計
画
の
策
定

で
す
が
、
平
成
23
年
度
を
初
年
度

と
し
て
、
10
年
先
を
見
据
え
た
総

合
計
画
の
作
成
に
あ
た
り
、
昨
年

12
月
に
公
募
委
員
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
を
設
置
致
し
ま
し

た
。
生
涯
・
生
活
部
会
、
地
域
・

暮
ら
し
部
会
、
産
業
・
環
境
部
会
、

行
政
・
自
治
部
会
と
い
う
４
つ
の

部
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
計
画

の
作
成
に
あ
た
っ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
素

案
が
出
来
ま
し
た
ら
、
町
職
員
で

組
織
す
る
策
定
委
員
会
と
協
議

し
、
一
宮
町
総
合
計
画
審
議
会
に

提
出
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

と
住
民
説
明
会
を
実
施
し
て
、
住

民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
広
く
頂
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

次
に
釣
ヶ
崎
海
岸
に
水
質
汚
濁

負
荷
の
少
な
い
環
境
型
保
全
ト
イ

レ
が
設
置
さ
れ
1
年
が
経
過
し
ま

す
。
現
在
、ト
イ
レ
の
清
掃
は「
き

れ
い
な
海
岸
応
援
隊
」
と
い
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
行
っ
て
頂
い

て
お
り
、
き
れ
い
な
状
態
を
保
つ

事
が
出
来
て
お
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
に
は
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
の
釣
ヶ
崎
海
岸

広
場
は
、
千
葉
県
所
有
の
保
安
林

と
な
っ
て
お
り
、
本
来
は
保
安
林

以
外
で
の
使
用
が
出
来
な
い
た

め
、21
年
度
に
測
量
費
を
計
上
し
、

釣
ヶ
崎
海
岸
広
場
と
町
道
敷
の
土

地
交
換
に
係
る
協
議
を
千
葉
県
と

進
め
て
参
り
ま
し
た
。
22
年
度
に

は
土
地
交
換
を
完
了
さ
せ
た
く
、

引
き
続
き
測
量
費
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
町
長
の
施
政
方
針





























































総務関係

福祉健康
関　　係

町のキャラクター

一宮いっちゃんです。

日本中に一宮町を PR します。

次
に
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望

者
登
録
制
度
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
契
約
金
額

が
１
３
０
万
円
以
下
の
小
規
模
な

工
事
及
び
修
繕
に
つ
い
て
、
町
内

業
者
の
受
注
機
会
を
拡
大
し
、
町

内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に

制
度
化
し
た
も
の
で
、
町
内
に
主

た
る
事
業
所
、
又
は
住
所
が
あ
る

個
人
を
含
む
事
業
者
に
登
録
し
て

頂
き
そ
の
中
か
ら
最
も
安
い
見
積

り
を
し
た
事
業
者
と
町
が
契
約
す

る
も
の
で
す
。

次
に
戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳
関

係
で
は
、
本
年
１
月
か
ら
戸
籍
電

算
化
に
着
手
し
、
11
月
末
の
稼
動

を
目
指
し
現
在
整
備
中
で
す
。
稼

動
後
、
戸
籍
関
係
の
証
明
書
は
、

横
書
き
で
表
示
さ
れ
、
見
易
く
な

り
、
迅
速
に
発
行
す
る
事
が
出
来

ま
す
。
ま
た
戸
籍
簿
も
紙
デ
ー
タ

か
ら
磁
気
デ
ー
タ
管
理
と
な
り
、

災
害
時
の
迅
速
な
デ
ー
タ
復
旧
等

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ

ま
す
。

小
学
校
の
児
童
を
対
象
と
し
た

「
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
」

は
、
平
成
21
年
4
月
か
ら
東
浪
見

小
学
校
児
童
に
つ
い
て
は
、
東
浪

見
小
学
校
の
特
別
教
室
で
開
設
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
市

次
に
子
ど
も
手
当
支
給
事
業
で

す
が
、
次
世
代
の
社
会
を
担
う
子

ど
も
達
の
健
全
な
育
成
を
支
援
す

る
た
め
、
中
学
校
修
了
前
ま
で
の

子
ど
も
に
対
し
手
当
を
支
給
す
る

制
度
が
創
設
さ
れ
子
ど
も
一
人
に

つ
き
、
月
1
万
３
千
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

次
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
き
ま
し
て
、

当
初
は
妊
婦
や
児
童
・
高
齢
者
等

の
方
が
優
先
接
種
対
象
者
で
あ
り

ま
し
た
。
現
在
は
、希
望
す
る
方
、

何
方
で
も
接
種
が
可
能
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
2
回
接
種
の

必
要
な
方
も
お
り
、
平
成
21
年
度

で
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
が
終
結
し
て
い
な
い
事
か
ら
、

4
月
以
降
も
引
き
続
き
、
未
接
種

者
に
対
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助

成
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
女
性
特
有
の
が
ん
検
診

推
進
事
業
で
す
が
、
受
診
率
が
低

い
事
か
ら
、
こ
れ
も
、
平
成
21
年

度
に
引
き
続
き
、
乳
が
ん
・
子
宮

が
ん
検
診
の
助
成
を
行
い
、
検
診

受
診
率
の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま

す
。次

に
乳
幼
児
医
療
対
策
事
業
で

す
が
、
県
は
平
成
22
年
12
月
か
ら

「
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
」
を

改
称
し
、
助
成
年
齢
を
小
学
校
3

年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。
町
で
は

こ
れ
に
先
行
し
、
平
成
22
年
4
月

か
ら
小
学
校
3
年
生
ま
で
拡
大

し
、
町
の
単
独
費
に
て
助
成
し
て

参
り
ま
す
。

街
地
集
会
所
で
開
設
し
て
い
る
一

宮
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
も
建
物
の
老
朽
化
等
に
よ

り
、
こ
の
4
月
か
ら
一
宮
小
学
校

の
特
別
教
室
を
利
用
し
て
行
っ
て

参
り
ま
す
。

○総務費関係
・デマンド交通事業補助金 ……………………800 万 0 千円
・上総一ノ宮駅バリアフリー化補助金 …… 7,413 万 4 千円
・社会福祉協議会用地、建物の取得 ……… 2,500 万 0 千円
・町制 120 周年記念事業 ……………………100 万 0 千円
・交通安全対策工事 ……………………………300 万 0 千円
　（カーブミラー設置・区画線・標識等）
・路線バス運行維持補助金 ……………………121 万 7 千円
・一宮町まちづくり町民提案事業補助 ………200 万 0 千円
・防犯灯維持管理費補助金 ……………………439 万 6 千円
・各種統計 ………………………………………600 万 0 千円
・各種選挙 …………………………………… 1,450 万 1 千円
　（参議院議員、県議会議員、町議会議員）

○民生費関係
・社会福祉協議会補助金 …………………… 1,458 万 8 千円
・国民年金事務 …………………………………564 万 2 千円
・老人ホーム入所措置委託 ……………………660 万 4 千円
・介護予防サービス計画作成委託 ……………378 万 0 千円
・通院介助事業委託 ……………………………133 万 7 千円
・老人クラブ連合会補助金 ……………………233 万 0 千円
・地域生活支援事業委託・扶助 ………………947 万 4 千円
・身体障害者補装具給付 ………………………325 万 0 千円
・身体障害者更生医療給付 ………………… 1,476 万 8 千円
・重度心身障害者医療 ……………………… 2,117 万 6 千円
・訓練等給付 ……………………………………949 万 5 千円
・介護給付 …………………………………1 億 576 万 0 千円
・地域子育て支援拠点事業補助金 ……………435 万 6 千円
・放課後児童健全育成事業委託 …………… 1,215 万 5 千円
・保育所児童賄費 …………………………… 2,344 万 9 千円
・愛光保育園委託 …………………………… 6,837 万 2 千円
・子ども手当、児童手当 ………………1 億 8,973 万 0 千円

○衛生費関係
・予防接種等各事業報償 ………………………319 万 1 千円
・各種健診委託 ……………………………… 3,522 万 7 千円
・インフルエンザ予防接種委託 ………………612 万 5 千円
・新型インフルエンザワクチン接種助成事業 ……349 万 4 千円
・乳幼児医療対策費 ………………………… 2,502 万 7 千円
・保健センター費（維持管理経費） …………699 万 3 千円
・小型合併処理浄化槽設置補助金 ……………380 万 0 千円
・地下水汚染除去対策事業 ……………………752 万 9 千円

○広域市町村圏組合等負担金
・長生郡市広域市町村圏組合 …………………………………
　議会・総務費……………………………… 1,391 万 9 千円
　民生費（障害認定審査会） ………………… 22 万 4 千円
　衛生費（保健センター・ごみ処理等） …1 億 6,975 万 1 千円
　消防費…………………………………1 億 9,661 万 5 千円
　教育費（視聴覚教材センター） ……………163 万 9 千円
・長生病院 …………………………………… 5,267 万 8 千円
・水道事業 …………………………………… 3,810 万 1 千円
・九十九里地域水道企業団 ………………… 2,295 万 1 千円
・一宮聖苑 ………………………………………696 万 1 千円
・千葉県後期高齢者医療広域連合 ……………912 万 6 千円
・定率市町村負担金 ………………………… 9,220 万 4 千円

平成 22 年度主な事業

「学童保育わんぱくクラブ」の様子

本格的な運行に向け試行運行を
展開する「デマンド交通」

※他団体の事例
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次
に
保
育
所
関
係
で
す
が
、
社

会
情
勢
の
不
安
や
女
性
の
社
会
進

出
、
核
家
族
の
増
加
等
に
よ
る
地

域
子
育
て
支
援
と
し
て
一
時
預
り

保
育
、
延
長
保
育
、
園
庭
開
放
、

育
児
相
談
等
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
に
加
え
22
年
度
か
ら
緊

急
雇
用
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
町

立
保
育
所
に
看
護
師
1
人
を
配
置

致
し
ま
す
。
保
護
者
等
へ
の
保
健

指
導
や
入
所
児
へ
の
健
康
観
察
、

体
調
不
良
児
へ
の
保
健
的
な
対
応

等
を
行
い
、
今
以
上
の
子
育
て
支

援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

国民健康
保険関係

介護保険
関　　係

農業関係

後期高齢
関　　係

環境関係

国
民
健
康
保
険
制
度
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
昨
年
、
資
産
税
の
段
階

的
な
見
直
し
に
よ
り
保
険
税
の
引

下
げ
を
行
い
、
不
足
分
の
２
、

５
０
０
万
円
は
繰
越
金
で
対
応
致

し
ま
し
た
。
現
時
点
で
の
21
年
度

決
算
見
込
で
は
、
５
、０
０
０
万

円
の
繰
越
金
が
見
込
ま
れ
て
お
り

ま
す
が
、
長
引
く
景
気
低
迷
に
よ

る
所
得
の
減
少
、
失
業
に
よ
る
被

保
険
者
の
増
加
等
に
よ
り
、
国
保

財
政
は
非
常
に
厳
し
い
運
営
状
況

に
あ
り
ま
す
。
本
来
で
す
と
、
保

険
税
の
改
正
も
視
野
に
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
は
あ
り
ま

す
が
、
昨
今
の
厳
し
い
経
済
情
勢

を
鑑
み
、
今
後
の
医
療
費
の
動
向

に
十
分
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
引

き
続
き
現
行
の
税
率
で
努
力
し
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
推
進
計

画
に
基
づ
き
、
保
険
税
の
限
度
額

の
引
上
げ
や
世
帯
平
等
割
・
均
等

割
の
軽
減
割
合
に
つ
い
て
、
現
行

の
6
割
4
割
軽
減
か
ら
、
低
所
得

者
に
配
慮
し
た
7
割
5
割
2
割
軽

減
へ
の
改
正
、
非
自
発
的
失
業
者

に
対
す
る
保
険
税
の
軽
減
が
企
画

さ
れ
て
お
り
、
町
で
も
こ
の
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。次

に
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方

に
実
施
し
て
お
り
ま
す
、
特
定
健

康
診
査
事
業
及
び
特
定
保
険
指
導

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
受
診
率
が

横
ば
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
に
受
診
し
て

頂
け
る
よ
う
、
町
の
集
団
検
診
と

病
院
で
出
来
る
よ
う
、
個
別
検
診

の
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
で
す
が
、
平
成

22
年
度
は
第
4
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
初
年
度
で
あ
り
、
事
業
は

順
調
に
進
展
し
て
い
ま
す
。今
後
、

少
子
高
齢
化
が
進
展
し
、
介
護
認

定
者
が
増
え
、
介
護
給
付
費
が
増

加
す
る
事
が
見
込
ま
れ
る
中
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
生
活
出
来
る
よ

う
、
円
滑
な
介
護
保
険
事
業
の
運

営
、
介
護
予
防
事
業
及
び
生
活
支

援
等
の
高
齢
者
へ
の
施
策
に
取
組

ん
で
参
り
ま
す
。

特定健康診査の様子後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
す

が
、
制
度
の
周
知
や
不
備
等
に
つ

い
て
の
見
直
し
が
な
さ
れ
、
よ
う

や
く
被
保
険
者
の
方
に
も
一
定
の

理
解
が
得
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
政
権
交
代
に
よ
り
、
国
は

現
行
制
度
を
廃
止
し
、
平
成
25
年

度
か
ら
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度

を
発
足
さ
せ
る
た
め
、
今
年
度
中

に
検
討
を
行
い
、
平
成
23
年
度
に

法
案
を
成
立
さ
せ
、
約
2
年
を
か

け
て
施
行
準
備
を
行
う
予
定
で

す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度
は
保
険

料
改
定
の
年
で
あ
り
、
去
る
2
月

8
日
に
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
総
会
定
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
2
年
間
に
お

け
る
医
療
費
等
の
伸
び
が
20
か
ら

21
年
度
に
比
べ
約
15
％
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
事
に
よ
り
、
当
然
保

険
料
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
し
た
が
、
新
制
度
へ

の
移
行
期
間
で
あ
る
事
や
、
被
保

険
者
の
負
担
軽
減
を
極
力
抑
え
る

事
に
配
慮
し
、
平
成
20
年
度
と
21

年
度
に
お
い
て
生
じ
る
と
見
込
ま

れ
る
剰
余
金
の
繰
越
や
財
政
安
定

化
基
金
を
活
用
す
る
事
で
均
等
割

額
を
現
行
と
同
額
の
3
万
7
、

４
０
０
円
と
し
、
所
得
割
の
率
を

７
．
１
２
％
か
ら
７
．
２
９
％
と

０
．
１
２
％
の
引
上
げ
に
抑
え
る

事
で
決
定
致
し
ま
し
た
。
千
葉
県

平
均
で
は
一
人
当
た
り
の
保
険
料

が
現
行
の
6
万
4
、
２
７
９
円
か

ら　

年
度
は
約
6
万
4
、
９
０
９

円
と
な
り
ま
す
。
町
と
し
て
は
、

今
回
の
保
険
料
の
改
定
並
び
に
新

制
度
へ
の
移
行
に
伴
い
、
被
保
険

者
の
方
々
に
支
障
の
無
い
よ
う
周

知
や
窓
口
対
応
を
図
っ
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金

に
つ
き
ま
し
て
は
、
汲
取
り
及
び

単
独
浄
化
槽
を
転
換
補
助
と
併

せ
、
引
き
続
き
実
施
し
、
合
併
浄

化
槽
の
普
及
促
進
と
適
切
な
維
持

管
理
の
指
導
を
行
い
水
質
の
浄
化

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

次
に
地
球
温
暖
化
対
策
と
し

て
、
役
所
は
も
と
よ
り
、
事
業
所

や
住
民
の
日
々
の
生
活
に
お
い

て
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
・
省
エ
ネ
の

啓
発
を
実
施
し
、
温
暖
化
防
止
の

推
進
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
防
止
対
策
と

し
て
、
引
き
続
き
夜
間
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
監
視
員
や
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
不
法

投
棄
の
防
止
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
さ
ら
に
町
の
環
境
美
化
活
動

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

河
川
や
海
岸
ク
リ
ー
ン
活
動
を
行

い
、
美
化
意
識
の
向
上
・
啓
発
を

図
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

稲
作
作
付
面
積
で
す
が
、
国
か

ら
の
配
分
数
量
を
面
積
換
算
し
、

昨
年
よ
り
１
６
．
２
ha
少
な
い

２
５
９
．
６
ha
の
作
付
面
積
を
農

業
者
へ
配
分
致
し
ま
す
。

施
設
園
芸
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
の
6
月
に
一
宮
町
、
長
生
村
、

白
子
町
の
3
町
村
長
連
盟
で
千
葉

県
に
既
存
園
芸
施
設
の
修
繕
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
要
望
し
た
と

こ
ろ
、「
園
芸
施
設
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
」
と
し
て
、
千
葉
県
当

○農林水産業費関係
・農業委員会費 …………………………………760 万 8 千円

・農林商工祭実行委員会補助金 ……………… 20 万 0 千円

・農業用廃プラスチック対策事業補助金 …… 67 万 5 千円

・農業経営基盤強化資金利子補給補助金 …… 24 万 2 千円

・農地・水・環境保全向上対策事業負担金 …427 万 7 千円

・憩いの森管理費 ………………………………107 万 3 千円

・かずさ有機センター運営費負担金 …………301 万 6 千円

○商工費関係
・中小企業振興資金利子補給補助金 ………… 61 万 3 千円

・商工会補助金 …………………………………350 万 0 千円

・海水浴場監視業務委託 ………………………773 万 5 千円

・上総の国一宮まつり開催委託 ………………170 万 0 千円

・観光協会補助金 ……………………………… 90 万 0 千円

・納涼花火大会委託 ……………………………430 万 0 千円

○土木費関係
・道路新設改良費（改良工事 5 ヶ所） ………740 万 0 千円

・道路維持費（補修工事 4 ヶ所） ………… 1,460 万 0 千円

・国県道整備事業負担金 ………………………463 万 4 千円

・排水機場浚渫工事 ……………………………192 万 2 千円

・道路台帳平面図補正業務委託 ………………217 万 4 千円

・土地境界確定促進事業委託 …………………908 万 3 千円

・中央ポンプ場保守点検業務委託 ……………601 万 9 千円

・宮の森霊園管理費 ……………………………345 万 5 千円

・住宅管理費 ……………………………………483 万 8 千円

○教育費関係
・指導主事 ………………………………………259 万 0 千円

・外国語指導助手（ALT）招致事業 …………482 万 8 千円

・非常勤講師配置事業（４名） ………………869 万 5 千円

・小学校費（非常勤講師除く） …………… 7,953 万 1 千円

・中学校費（非常勤講師除く） …………… 4,713 万 8 千円

・一宮号運転代行業務委託 ……………………252 万 0 千円

・玉前神社社殿修理補助金 ……………………425 万 0 千円

・公民館費 …………………………………… 1,224 万 8 千円

・創作の里管理費 ……………………………… 94 万 1 千円

・臨海運動公園費 ………………………………222 万 4 千円

・振武館費 ………………………………………185 万 1 千円

・GSS センター費 ……………………………762 万 9 千円

○諸支出金関係（特別会計への繰出）
・国民健康保険事業特別会計 ……………… 9,979 万 8 千円

・老人保健特別会計 …………………………… 58 万 0 千円

・介護保険特別会計 ……………………1 億 4,062 万 2 千円

・後期高齢者医療特別会計 ………………… 4,243 万 4 千円

・農業集落排水事業特別会計 ……………… 6,728 万 3 千円

平成 22 年度主な事業

初
予
算
案
に
5
、
０
０
０
万
円
を

計
上
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
条
件
は
、
認
定
農
業
者
で
あ

り
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
に

出
荷
し
て
い
る
農
家
等
で
補
助
率

は
25
％
以
内
を
考
え
て
い
る
そ
う

で
す
。
県
議
会
で
議
決
後
、
市
町

村
へ
詳
細
な
資
料
が
示
さ
れ
ま
し

た
ら
、
速
や
か
に
施
設
園
芸
農
家

の
皆
様
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

ま
た
、
古
く
な
っ
た
農
業
用
ビ

ニ
ー
ル
や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
シ
ー

ト
等
を
適
正
に
処
理
す
る
た
め
に

実
施
し
て
い
る
、
農
業
用
廃
プ
ラ

ス
ッ
チ
ク
処
理
対
策
事
業
は
、
千

葉
県
が
約
24
％
、
全
国
農
業
協
同

組
合
連
合
会
が
約
24
％
、
町
が
残

り
の
約
52
％
を
全
て
負
担
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
新
年
度
か
ら
町
負

担
分
の
一
部
に
あ
た
る
約
13
％
を

農
家
の
皆
様
に
負
担
を
お
願
い
す

る
事
に
し
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

次
に
土
地
改
良
関
係
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
平
成
21
年
度
は
各
土
地

改
良
区
で
要
望
の
あ
っ
た
用
水

路
、
排
水
路
、
た
め
池
等
９
箇
所

の
改
修
工
事
を
農
地
有
効
利
用
支

援
整
備
事
業
に
よ
り
実
施
致
し
ま

し
た
。
平
成
22
年
度
に
つ
き
ま
し

て
は
、
東
部
土
地
改
良
区
の
水
門

補
修
工
事
及
び
西
部
土
地
改
良
区

の
用
水
路
改
修
工
事
に
対
し
事
業

費
の
12
％
を
補
助
金
と
し
て
計
上

し
て
お
り
ま
す
。
農
業
生
産
の
安

定
と
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
し

て
、
今
後
も
協
力
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
睦
沢
町
と
の
共
同
運
営
を

し
て
お
り
ま
す
「
か
ず
さ
有
機
セ

ン
タ
ー
」
で
す
が
、
現
在
の
運
営

費
用
の
殆
ど
は
、
睦
沢
町
が
行
っ

て
い
る
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
対
策
事
業
に
よ
る
も
の
で
、
こ

の
事
業
は
、
平
成
23
年
度
ま
で
の

事
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

事
業
終
了
後
の
施
設
運
営
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
今
後
の
運
営
協
議
会
で
経
営

改
善
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
が
、
近
い
将
来
、
重

大
な
決
断
を
要
す
る
事
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

次
に
国
営
両
総
用
水
事
業
で
す

が
、
平
成
21
年
度
に
新
松
潟
堰
と

松
潟
地
区
の
用
水
施
設
が
完
了

し
、
旧
松
潟
堰
の
撤
去
工
事
を
こ

の
3
月
ま
で
に
完
了
す
る
予
定
で

進
め
て
い
ま
し
た
が
予
想
以
上
に

地
盤
が
硬
く
、
作
業
が
難
航
し
た

た
め
、
完
了
は
5
月
末
に
な
り
ま

し
た
。

引
き
続
き
、近
隣
の
方
々
に
は
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

「かずさ有機センター」内部の様子
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土木関係

商工観光
関　　係

教育関係

町
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
各
地
区
の
区
長
さ
ん
か
ら
の

要
望
等
を
主
体
に
、
公
平
性
と
透

明
性
を
重
視
し
、
21
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
優
先
順
位
評
価
基
準

に
基
づ
き
整
備
箇
所
の
選
定
を
し

て
お
り
、
21
年
度
国
か
ら
交
付
さ

れ
た
「
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か

な
臨
時
交
付
金
」
の
対
象
工
事
と

し
て
、
22
年
度
に
繰
越
し
て
施
工

す
る
工
事
箇
所
と
併
せ
、
舗
装
の

新
設
や
補
修
、
排
水
の
整
備
等
に

よ
り
支
障
箇
所
の
改
善
を
図
り
、

道
路
機
能
の
維
持
と
向
上
、
安
全

性
の
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
か
ね
て
か
ら
要
望
し
て

参
り
ま
し
た
、
宮
原
交
差
点
（
国

道
１
２
８
号
）
の
右
折
信
号
機
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
特
殊
な
形

状
を
な
す
交
差
点
が
支
障
と
な

り
、
な
か
な
か
実
現
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
の
度
警
察
と
の
協
議

に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
策
と
し

て
、
国
道
か
ら
白
山
地
区
（
公
園

脇
の
道
）
へ
の
進
入
を
規
制
す
る

案
が
示
さ
れ
、
地
元
の
宮
原
区
長

さ
ん
や
議
員
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
宮
原
区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
が

得
ら
れ
、
再
度
、
警
察
に
要
望
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

尚
、
そ
の
見
通
し
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
右
折
矢
印
の
区
画
線
変
更

等
の
安
全
対
策
と
併
せ
、
22
年
度

中
の
設
置
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と

の
事
で
あ
り
ま
す
。

次
に
県
の
道
路
事
業
関
係
で
す

が
、
県
道
一
宮
椎
木
長
者
線
に
つ

き
ま
し
て
は
、
国
道
交
差
点
か
ら

綱
田
跨
線
橋
に
向
か
っ
て
、
買
収

の
済
ん
で
い
な
い
区
間
の
用
地
補

償
と
道
路
改
良
等
を
中
心
に
実
施

し
て
い
く
予
定
と
の
事
で
あ
り
ま

す
。次

に
海
岸
侵
食
対
策
で
す
が

サ
ー
フ
ィ
ン
関
係
者
を
中
心
と
す

る
地
域
住
民
で
構
成
す
る
団
体
か

ら
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
工
法
の
有
効

性
や
住
民
参
加
と
情
報
公
開
に
よ

る
事
業
展
開
を
求
め
る
要
望
が
あ

り
、
2
月
16
日
に
公
民
館
に
お
い

て
、
県
、
町
、
住
民
、
海
岸
関
係

者
を
交
え
緊
急
会
議
を
開
催
致
し

ま
し
た
。

会
議
で
は
、
侵
食
対
策
事
業
の

今
後
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
事
業
主

体
で
あ
る
県
か
ら
、
22
年
度
か
ら

の
海
岸
侵
食
対
策
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
工
事
着
手
前
に
説
明

会
を
開
催
し
、
地
域
住
民
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
の
事
で
あ
り
ま
し
た
。

次
に
河
川
事
業
で
す
が
、
今
年

度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
完
成

し
た
松
潟
堰
か
ら
下
流
の
左
岸
に

お
い
て
護
岸
工
事
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
宮
原
地
先
左

岸
側
の
一
宮
橋
か
ら
下
流
の
Ｊ
Ｒ

鉄
橋
間
の
拡
幅
工
事
が
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。次

に
交
通
安
全
対
策
の
関
係
で

す
が
、
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

は
、
昨
年
、
町
内
の
小
学
校
、
中

学
校
、
町
教
育
委
員
会
の
関
係
者

と
通
学
路
に
お
け
る
危
険
箇
所
の

安
全
点
検
を
実
施
し
た
事
を
踏
ま

え
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
充
実

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

次
に
中
央
ポ
ン
プ
場
に
設
置
さ

れ
て
い
る
2
号
・
3
号
ポ
ン
プ
設

備
に
つ
い
て
、
国
の
緊
急
経
済
対

策
に
よ
り
、
10
年
点
検
整
備
を
発

注
し
て
お
り
ま
す
。

2
号
に
つ
い
て
は
3
月
上
旬
に

完
了
す
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
3

号
に
つ
い
て
は
、
2
号
の
整
備
が

完
了
し
た
後
、
直
ち
に
開
始
出
来

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
、
7

月
中
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

次
に
東
浪
見
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
未
処
分
の

保
留
地
は
全
て
役
員
が
買
取
る
こ

と
と
な
り
、
東
浪
見
土
地
区
画
整

理
組
合
と
平
成
22
年
1
月
15
日
付

で
保
留
地
の
売
買
契
約
が
締
結
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
賦
課
金
に
つ
い

て
は
、
2
次
徴
収
の
納
付
通
知
を

3
月
中
旬
に
は
発
送
す
る
予
定
と

の
事
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
、
今
後
町

と
し
て
は
、
22
年
度
の
補
正
予
算

に
公
共
施
設
管
理
者
負
担
金
を
計

上
す
る
予
定
で
す
の
で
、
議
員
各

位
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

の
皆
様
が
申
し
込
み
を
さ
れ
て
お

り
、
商
工
会
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

１
１
０
件
の
申
込
み
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
商
工
会
の
他
に
も
、
他

の
代
理
店
を
通
じ
て
の
申
し
込
み

が
あ
り
ま
す
の
で
、
正
確
な
数
値

は
把
握
出
来
ま
せ
ん
が
、
大
勢
の

方
々
が
既
に
高
速
大
容
量
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
の
恩
恵
を
享
受
し
て

い
る
事
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
商
工
会
の
皆
様
の
ご
努
力
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
供
用
開
始
に

つ
き
ま
し
て
は
、
商
工
会
の
ご
努

力
に
よ
り
、
一
昨
年
の
12
月
に
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
要
望
書
を
提
出

し
、
早
期
の
供
用
開
始
を
お
願
い

し
て
参
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
本
年

２
月
１
日
か
ら
供
用
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
待
ち
望
ん
で
い
た
町
民

学
校
施
設
等
の
充
実
や
環
境
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
耐
震
診
断

結
果
に
基
づ
き
、
子
ど
も
達
が
安

心
し
て
学
習
出
来
る
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
一
宮
中
学
校
屋
内
運
動

場
の
改
築
工
事
を
安
全
性
に
配
慮

し
な
が
ら
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

教
育
内
容
の
充
実
に
つ
き
ま
し

て
は
、
小
学
校
に
つ
い
て
は
平
成

23
年
度
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
平

成
24
年
度
か
ら
完
全
実
施
と
な

る
、新
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
て
、

児
童
生
徒
に
基
礎
的
・
基
本
的
な

知
識
技
能
を
確
実
に
身
に
付
け
さ

せ
る
と
共
に
「
確
か
な
学
力
の
向

上
」
を
育
む
た
め
、
全
て
の
児
童

生
徒
の
学
ぶ
喜
び
や
、
達
成
感
を

引
き
出
す
授
業
を
展
開
し
て
参
り

ま
す
。
特
に
英
語
教
育
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
中
学
校
に
外
国
人

の
外
国
語
指
導
助
手
を
配
置
し
、

英
語
力
の
向
上
と
国
際
教
育
の
推

進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
小
学
校
に

つ
い
て
は
、
児
童
に
英
語
の
音
声

や
表
現
に
慣
れ
親
し
ま
せ
る
た

め
、非
常
勤
講
師
を
１
人
配
置
し
、

英
語
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
で
は
学

校
評
議
員
制
度
や
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
の
充
実
を
図
り
、

地
域
の
声
を
把
握
し
、
教
育
支
援

や
安
全
支
援
等
、
学
校
と
地
域
の

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
子
供
達
の

健
全
な
育
成
を
担
う
環
境
づ
く
り

を
一
層
進
め
て
参
り
ま
す
。

次
に
社
会
教
育
関
係
で
す
が
関

係
団
体
と
一
層
の
連
携
を
図
り
、

人
づ
く
り
を
重
点
的
に
捉
え
、
社

会
教
育
の
振
興
に
努
め
て
参
り
ま

す
。次

に
、ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
は
、
誰
も
が
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図
る
た
め
、
体

育
協
会
や
体
育
指
導
員
と
協
働

し
、
幅
広
い
年
代
層
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
を
一
層

充
実
し
て
参
り
ま
す
。

地
域
文
化
に
つ
き
ま
し
て
は
文

化
同
好
連
絡
協
議
会
等
、
文
化
団

体
の
活
動
を
支
援
す
る
と
共
に
、

芸
術
文
化
・
芸
能
活
動
の
発
表
の

場
と
し
て
総
合
文
化
祭
を
実
施
し

て
参
り
ま
す
。

ま
た
図
書
室
に
つ
い
て
は
、
本

の
リ
ク
エ
ス
ト
に
対
し
迅
速
で
細

や
か
な
対
応
が
出
来
る
よ
う
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
接
続
し
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。文

化
財
関
係
に
つ
い
て
は
、
県

指
定
有
形
文
化
財
で
あ
る
玉
前
神

社
社
殿
の
県
費
補
助
事
業
に
合
わ

せ
、
町
も
補
助
金
を
計
上
し
、
修

理
工
事
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

右折信号機の設置が待たれる
「宮原交差点」（国道128号）

課　　名 事　　業　　名    等 事　業　の　概　要

総 務 課 公用封筒無償提供者募集事業 ・ 企業などの広告を掲載した封筒を町に無償提供して頂き、公用封筒として利用することで
コストの削減を図ります。

ま ち づ く り
推 進 課

職員ＥＣＯ名刺 ・ 不用となったカレンダー等を再利用し、裏面に職員の名刺を作成します。ＥＣＯに対する
認識を新たにするとともに、資源の再利用を積極的に進めます。

キャラクター入りポロシャツ職員着用 ・ 職員が町のキャラクター入りポロシャツを着用し、町のＰＲと活性化を図ります。また、
商工会で作成、販売することから、地元商店街との協力体制も強化出来ます。

住民協働の体験 ・ 新規採用職員が各課等で行っている住民協働の業務体験を実施します。住民協働への理解
を深め、町民と接する良い機会となり、研修費用の削減にもつながります。

住 民 課 各種証明書の平日夜間、休日交付事業 ・ 引続き「電話予約による各種証明の休日・平日夜間交付サービス」を実施し、住民の利便
性の向上を図ります。

税 務 課 各種証明書の平日夜間、休日交付事業 ・ 引続き「電話予約による各種証明の休日・平日夜間交付サービス」を実施し、住民の利便
性の向上を図ります。

福 祉 健 康 課 高齢者の健康法（介護予防）を広報に
紹介

・ 介護予防・健康づくりに取組んでいる人の事例を広報に紹介し、介護予防の推進を図りま
す。

保 育 所 行事参加・園庭開放 ・ 引き続き、入所前乳幼児親子の希望者に保育所行事を開放し、その他、各保育所で行って
いる園庭開放も実施します。

都 市 環 境 課

工事の進捗状況情報提供サービス ・ 町が行う工事の情報をホームページに掲載し、町民の皆様に幅広く情報提供します。

千葉県発注事業の発注状況情報サー
ビス

・ 町が行う工事と同様に、町内で行われる主な千葉県発注事業についても、工事箇所や工事
内容などをホームページに掲載し情報提供します。

マイバッグ・マイ箸・ゴミ持帰り運動 ・ ゴミ減量化のため、職員が率先してマイバッグやマイ箸を利用し、さらに個人で持込んだ
昼食時などのゴミ持ち帰りも徹底します。

産 業 観 光 課 観光案内人育成事業 ・ 職員全員が町の歴史や観光情報の知識を高め、観光客などの受け入れ体制の強化を図ります。

教 育 課

学び応援団事業
（公民館無料開放・文化財講座）

・ 夏休みに公民館を可能な範囲で学習室として無料開放します。また、地域の文化財の調査
研究に携わる専門家を講師に文化財講座を開催します。

チャレンジスポーツ事業
（ドッチビー） ・誰もが楽しめる軽スポーツ「ドッチビー」の普及に努めます。

音楽に親しむ会（一宮小学校） ・ 千葉県警察音楽隊を招き演奏を全校生徒で鑑賞するとともに、児童の日頃の交通安全に関
わる関心態度を振り返らせ、交通ルールを守る態度と実践力を高めます。

東浪見海岸清掃事業（東浪見小学校） ・ ウミガメの産卵場所の保全と郷土を愛する心を養うため、東浪見小学校の児童を中心 に
家族や地域住民の協力を得ながら海岸の清掃に取組みます。

海岸清掃ボランティア事業
（一宮中学校）

・ 生徒会を中心に海岸清掃活動を企画運営し、生徒一人一人のボランティア意識と郷土を愛
する心、自主性・自治能力などの向上を図ります。　

平成21年度に引続き、職員から

「ゼロ予算事業」が提案されました。

※ 「ゼロ予算事業」とは、新たな予算を伴わずに、職員の創意工夫
により考案された事業で、住民サービスの向上を図ることを目的
に行うものです。



広報 1011 Ichinomiya

一
宮
町
制
１
０
０
周
年
の
平
成
２
年

（
１
９
９
０
年
）
９
月
20
日
制
定
さ
れ
た

『
一
宮
町
町
民
憲
章
』
は
、
よ
り
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
基
本
姿
勢
を
示
し
た

も
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
な
る
も

の
で
す
。

今
年
、
一
宮
町
制
１
２
０
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、こ
の
『
一
宮
町
町
民
憲
章
』

を
も
う
一
度
見
つ
め
、
み
ん
な
が
一
緒
に

な
っ
て
、
さ
ら
に
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
を
機
に

『
一
宮
町
町
民
憲
章
』
を

見
つ
め
て
み
よ
う
！役場玄関前の「町民憲章碑」

一
宮
町
町
民
憲
章

役
場
庁
舎
（
ロ
ビ
ー
）
に
季
節
の
花
や

季
節
を
感
じ
る
置
物
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
置
い
て
下
さ
る
町
民
、
企
業
、
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

平
成
22
年
４
月
21
日
（
水
）
～30

日
（
金
）

応
募
方
法

所
定
の
提
案
書
ま
た
は
任
意
様
式
に
、

「
団
体
等
名
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
（
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
）、
設
置
作
品
案
、
設
置
期
間
」
を
ご

記
入
の
う
え
、
総
務
課
へ
提
出
し
て
下
さ

い
。※

用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
総
務
課
窓
口
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
採
用
作
品
は
、
選
考
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

総
務
課　

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
１
１
２

　

�adm
ini@

tow
n.ichinom

iya.chiba.jp

皆
さ
ん
の
作
品
を
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
い
ち
の
み
や
３
月
号
４
ペ
ー
ジ

の
実
施
団
体
「
厚
生
保
護
女
性
会
」
の
記

載
は
、
正
し
く
は
「
更
生
保
護
女
性
会
」

で
し
た
。

深
く
お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

お
も
て
な
し
事
業
の
募
集

総
合
計
画
ニ
ュ
ー
ス
№
５

〜
み
ん
な
で
考
え
る
10
年
後
の
一
宮
町
〜

本
町
で
は
総
合
計
画
の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
総
合
計
画
と
は
町
の
最
上
位
計
画
と
し
て
、
町
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。

今
回
は
、今
年
度
の
計
画
づ
く
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
千
葉
県
主
催
の「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」で
一
宮
町
の
取
り
組
み
状
況
が
発
表
さ
れ
た
件
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成21年12月 町民アンケート
↓

まちづくり委員会と町職員の
協働による計画素案づくり

↓
平成22年５月 総合計画審議会での議論開始

↓
平成22年6月 町議会へ中間報告

↓
シンポジウム（住民説明会）

パブリックコメント（意見公募）
↓

平成22年10月 総合計画審議会の答申
↓

計画（原案）作成
↓

平成22年12月 町議会で議決・計画策定
↓

平成23年４月 新総合計画開始予定

①平成22年度の計画づくりの流れ（スケジュール）

②「 持続可能なまちづくりシンポジウム」で総合
　　計画の作成状況を発表しました。

まちづくり委員会：  幅広く町民の意見を反映した計画にするため、町民が計画づく
りに参加するための組織を設置し、町職員と協働で計画素案を
作成する。

総合計画審議会：  町長の諮問機関として各種団体や議会代表者で構成する総合計
画審議会を設置し、総合計画の策定について調査、審議する。

町　　議　　会： 議決機関として、町の基本構想の議決を行う。

　地域の個性を活かしたまちづくりを目指す千葉県は、３月26日（金）千葉市で
シンポジウムを開催しました。一宮町で実践している計画作成段階から町民が参
加する新しい取り組みが紹介されました。

町職員と町民（委員）の協議 活動発表する一宮町役場まちづくり推進課職員

　千葉県まちづくりシンポジウム

一
宮
町
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
本
名
で
ア
ピ
ー
ル

広
報
３
月
号
で
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
誕

生
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
予
想
以
上
の
ご
好
評
と
ご
期
待
を
頂

い
て
い
ま
す
。

今
回
は
さ
ら
に
、
か
わ
い
い
横
顔
と
長

い
髪
の
後
ろ
姿
を
、
皆
さ
ん
に
お
披
露
目

し
ま
す
。

『一宮いっちゃん』の愛らしい姿！

実
は
＂
い
っ
ち
ゃ
ん
＂
は
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
愛
称
で
、

本
名
『
一

い
ち
の
み
や宮
い
っ
ち
ゃ
ん
』
と
言
い
ま

す
。「
一
宮
町
」
を
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
た
め
に
も
、
町
名
の
入
っ
た
本
名
を
今

後
使
用
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
使
用
に
関
し

て
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
で
お
問
合

せ
下
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
　

　

☎
�
２
１
１
３

　

�m
achi@

town.ichinom
iya.chiba.jp

一
宮
町
制
１
２
０
周
年

一
宮
町
制
１
２
０
周
年
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上
総
一
ノ
宮
駅
に
洋
式
ト
イ
レ
、
ベ
ビ
ー

キ
ー
プ
設
置

駅
構
内
既
存
ト
イ
レ
（
男
女
）
の
和
式

便
器
一
つ
ず
つ
が
洋
式
に
改
修
さ
れ
、
新

た
に
ベ
ビ
ー
キ
ー
プ
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。高

齢
者
な
ど
の
膝
や
腰
の
負
担
を
緩
和

し
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
で
も
安
心
し

て
使
用
で
き
る
ト
イ
レ
に
な
り
ま
し
た
。

一
宮
町
バ
リ
ア
フ
リ
ー
協
議
会

平
成
21
年
度
ま
ち
づ
く
り

町
民
提
案
事
業
活
動
情
報

よ
り
良
い
公
共
交
通
へ
向
け
て

関
係
機
関
で

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！安全な手すりも設置

側溝の穴をできるだけ端へ

新設されたベビーキープ

前方は茂原方面

国
道
の
歩
道
の
改
良

商
工
会
か
ら
荒
留
商
店
前
歩
道
に
お
け

る
側
溝
と
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
蓋
が
改
良
さ

れ
ま
し
た
。

側
溝
の
蓋
は
細
い
縦
穴
、
グ
レ
ー
チ
ン

グ
の
蓋
は
目
の
細
か
い
物
を
使
用
し
、
歩

き
や
す
い
歩
道
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。

３
月
10
日
に
開
催
し
た
協
議
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
開
催
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通
に

関
す
る
住
民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
要
望
に
対
す
る
対
応
や
来
年
度
の

事
業
計
画
、予
算
に
つ
い
て
協
議
決
定
し
、

一
宮
町
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
秋
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
試

験
運
行
に
向
け
協
議
を
重
ね
、
よ
り
良
い

デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
現
に
向
け
て
検
討
し

て
行
き
ま
す
。

※�

関
係
資
料
等
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

デ
マ
ン
ド
交
通
に
関
す
る
住
民
説
明
会
で

の
主
な
要
望
と
対
応
は
次
の
通
り
で
す

【
要
望
①
】

・
身
体
障
害
者
、
高
齢
者
等
は
無
料
化
や

料
金
割
引
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

第
９
回
一
宮
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
を
開
催
し
ま
し
た

・
多
く
の
方
が
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、

１
コ
イ
ン
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
使
う
人
が
い
れ
ば
使
わ
な
い
人
も
い

る
、
受
益
者
負
担
は
す
る
べ
き
と
思
う

の
で
利
用
料
は
取
る
べ
き
。

【
対
応
】

・
利
用
料
金
等
、
今
後
協
議
会
で
検
討

し
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
要
望
②
】

・
目
的
地
ま
で
片
道
２
０
０
円
～
３
０
０

円
と
す
る
と
、
目
的
地
が
何
箇
所
も
あ

る
と
、
相
当
の
金
額
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
何
と
か
な
ら
な
い
か
。

【
対
応
】

・
目
的
地
が
何
箇
所
も
あ
る
場
合
、
目
的

別
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
金
額
が
増

え
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
２
月
10
日
～
３
月
１
日
に
実
施

し
た
一
宮
町
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計

画
（
素
案
）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

ご
意
見
に
対
す
る
対
応
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

よ
り
良
い
地
域
公
共
交
通
の
実
現
に
向

け
て
、
今
後
と
も
皆
様
に
ご
協
力
や
ご
意

見
を
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
【
事
務
局
】

　

☎
�
２
１
１
３

　

ＦＡＸ
�
２
４
６
５

　

�m
achi@

town.ichinom
iya.chiba.jp

第９回協議会

各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
報
告
し
ま
す
。

ト
マ
ト
料
理
に
大
満
足
!!

『
ト
マ
ト
フ
ェ
ス
タ
in
一
宮
』

一
宮
町
の
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
を
作
る
会

（
秋
場
貴
子
会
長
）
で
は
３
月
14
日
に
一

宮
町
中
央
公
民
館
で
「
ト
マ
ト
フ
ェ
ス
タ

in
一
宮
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
一
宮
町
の
特
産
品
で
あ
る
ト
マ
ト

に
焦
点
を
当
て
、
観
光
客
の
増
加
や
ト
マ

ト
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
も
の
で
、

当
日
は
ト
マ
ト
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
や
ト
マ

ト
料
理
屋
台
村
、
Ｊ
Ａ
長
生
提
供
の
ミ

ニ
ト
マ
ト
の
す
く
い
取
り
、
い
ろ
い
ろ
な

ト
マ
ト
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
会
で
調
理
し
た
巨
大
ト
マ
ト
鍋

（
５
０
０
食
）
は
「
酸
っ
ぱ
く
な
く
お
い

し
い
」
と
子
供
達
に
も
大
好
評
で
し
た
。

ト
マ
ト
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
は
町
の
内
外
か

ら
25
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら

市
川
市
の
料
理
研

究
家
・
本
藤
房
子

さ
ん
の
作
品
「
ト

マ
カ
ラ
チ
キ
ン
」

が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
当

会
で
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し

レ
シ
ピ
を
紹
介
す

る
予
定
で
す
。

ミニトマトすくいどり

【
ト
マ
ト
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果
】

最
優
秀
賞

『
ト
マ
カ
ラ
チ
キ
ン
』

　
　
　

 

市
川
市　

本
藤
房
子

優
秀
賞

『
ト
マ
ト
と
ポ
テ
ト
の
グ
ラ
タ
ン
』

　
　
　

一
宮
町
食
生
活
改
善
会

優
秀
賞

『M
Y GARD

EN

』

　
　
　

千
葉
市　

宮
崎
楽
子

優
秀
賞

『
ト
マ
ト
の
生
春
巻
き
も
の
』

　
　
　

一
宮
町　

佐
々
木
八
重
子　

他

【『
ト
マ
カ
ラ
チ
キ
ン
』
レ
シ
ピ
公
開 

!!
】

《
材
料
（
４
人
分
）
》

・
鶏
も
も
肉
２
枚　
　

・
酒
大
さ
じ
１

・
塩
大
さ
じ
１
／
２　

・
コ
シ
ョ
ウ
少
々

・
片
栗
粉
適
宜　
　
　

・
揚
げ
油

・�

香
味
ソ
ー
ス
（
ト
マ
ト
２
個
・
茗
荷
２

本
・
大
葉
４
枚
・
生
姜
み
じ
ん
切
り
大

さ
じ
１
・
ポ
ン
酢
大
さ
じ
５
・
エ
キ
ス

ト
ラ
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
小
さ
じ
１
）

《
作
り
方
》

①　

鶏
肉
は
一
口
大
に
切
り
、
酒
、
塩
、

コ
シ
ョ
ウ
を
し
て
お
く
。

②　

ト
マ
ト
、
茗
荷
、
大
葉
を
荒
み
じ
ん

切
り
に
す
る
。

③　

ボ
ー
ル
に
ポ
ン
酢
、
②
、
生
姜
の
み

じ
ん
切
り
、
エ
キ
ス
ト
ラ
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
を
入
れ
混
ぜ
合
わ
せ
て
お
く
。

④　

①
の
鶏
肉
に
片
栗
粉
を
付
け
１
７
０

度
の
油
で
カ
リ
ッ
と
揚
げ
る
。

⑤　

④
を
器
に
盛
り
③
を
か
け
る
。

【
問
合
せ
】

一
宮
町
の
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
を
作
る
会

　

久
松　

☎
�
２
７
１
１

寒
さ
に
負
け
ず
盛
大
に
開
催
!!

『
第
４
回
一
宮
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
』

去
る
３
月
28
日
、
お
彼
岸
も
過
ぎ
た
早

春
と
は
言
え
、
こ
の
日
は
極
寒
。
季
節
外

れ
の
寒
波
に
見
舞
わ
れ
た
こ
の
日
、
私
ど

も
関
係
者
は
夜
明
け
か
ら
空
と
天
気
図
を

何
度
も
見
合
わ
せ
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。

し
か
し
、
搬
入
の
時
間
に
な
る
と
、
一

宮
地
元
の
商
店
街
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
が
続
々
と

集
ま
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

初
の
試
み
で
あ
っ
た
『
習
い
事
体
験

コ
ー
ナ
ー
』
で
は
、
子
供
た
ち
の
真
剣
な

眼
差
し
に
、『
興
味
』
と
い
う
本
来
の
心

持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。
＂地
産
地
消＂
飲
食

ブ
ー
ス
で
は
、
地
元
の
良
い
も
の
を
活
か

し
、
そ
れ
を
食
品
に
生
か
し
て
い
く
素
晴

ら
し
さ
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
こ
の
日
の
為
に
練
習
を
重

ね
た
成
果
を
お
披
露
目
い
た
だ
き
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
の
皆
さ
ん

は
、
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
も
、
お
客
さ
ん

と
の
や
り
と
り
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

出
店
・
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
数
多

く
の
皆
さ
ま
、
ご
来
場
の
皆
さ
ま
、
そ
し

て
近
隣
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
に
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

今
回
は
駅
前
と
い
う
事
も
あ
り
、
電
車

を
降
り
て
ま
で
ご
来
場
い
た
だ
い
た
お
客

様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
神
奈
川
県

か
ら
の
観
光
客
の
方
は
、
一
宮
産
品
の
新

鮮
さ
と
値
段
の
安
さ
に
び
っ
く
り
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
少
し
で
も
、
一
宮
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
の
な
ら
ば
、
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
私
ど
も
の
エ
コ
フ
ェ
ス
タ

に
ご
理
解
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。（
小
松
）

【
問
合
せ
】

　

一
宮
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

　

小
松   

☎
０
９
０-

２
６
７
８-

８
８
５
５

おいしくて温まる巨大トマト鍋

リズミカルなフラダンス披露♪

～
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い
～

歩
道
乗
り
上
げ
の
駐
停
車
が
見
ら
れ
ま

す
。高

齢
者
な
ど
の
車
道
歩
行
や
子
ど
も
達

の
飛
び
出
し
に
よ
る
事
故
原
因
と
な
り
、

大
変
危
険
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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子
育
て
サ
ー
ク
ル
参
加
者
募
集
のお

知
ら
せ

お
子
さ
ん
の
お
友
達
づ
く
り
、
保
護
者

の
方
の
交
流
の
場
、
情
報
交
換
の
場
と
し

て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
い
ろ
ん
な

繋
が
り
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
一
緒
に
楽

し
み
ま
し
ょ
う
♪

対
象　

�

幼
稚
園
、
保
育
所
に
在
籍
し
て
い

な
い
、
平
成
21
年
４
月
１
日
以
前

生
れ
の
お
子
さ
ん
（
満
１
才
以

上
）
及
び
そ
の
保
護
者

日
時　

�

①
５
月
11
日
、
②
５
月
25
日
、
③

６
月
８
日
、
④
６
月
22
日
、
⑤
７

月
13
日
、
⑥
７
月
27
日
の
全
６
回

　
　

午
前
11
時
～
午
前
11
時
30
分

場
所　

�

中
央
公
民
館
大
会
議
室
（
活
動
内

容
に
よ
り
、
屋
外
の
場
合
も
あ
り

ま
す
）

内
容　

第
１
回　

�

初
め
ま
し
て
！
み
ん
な

で
自
己
紹
介
♪

　
　
　

第
２
回　

み
ん
な
で
お
散
歩
、

　
　
　
　
　
　
　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
♪

　
　
　

第
３
回　

�

何
が
で
き
る
か
な
？
工

作
体
験
♪

　
　

第
４
回　

ミ
ニ
ミ
ニ
遠
足
♪

　
　

第
５
回　

�

手
遊
び
、
歌
遊
び
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙

芝
居
♪

　
　

第
６
回　

親
睦
会
パ
ー
テ
ィ
ー
♪

会
費　

�

二
千
円
（
全
６
回
分
・
参
加
で
き

な
い
回
が
あ
っ
て
も
、
返
金
は
で

き
ま
せ
ん
。
）

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
子
さ
ん
の

氏
名
、
生
年
月
日
、
保
護
者
の
方
の
氏
名
、

生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
を
添
え
て
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
マ
マ
だ
け
で

な
く
、
パ
パ
、
じ
ぃ
じ
、
ば
ぁ
ば
の
参
加

も
大
歓
迎
で
す
）�

子
育
て
み
ん
な
で
楽
し

も
う
♪

日
時　

４
月
25
日
（
日
）

　
　
　

10
時
～
15
時　

小
雨
決
行

場
所　

玉
前
神
社
参
道　

桜
馬
場

　
　
　
　
　

平
成
21
年
度
一
宮
町
ま
ち
づ
く
り
町
民

提
案
事
業
報
告
会
（
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
）
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

事
業
を
実
施
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
熱
意

と
積
極
性
を
持
つ
７
団
体
か
ら
の
事
業
結

果
、
成
果
に
つ
い
て
の
事
業
報
告
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
審
査
委
員
と
一
緒
に
お

聞
き
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
ま
ち
づ
く
り
に

興
味
の
あ
る
方
、
今
後
町
民
提
案
事
業
に

応
募
し
て
み
た
い
方
は
是
非
参
加
し
て
下

さ
い
。

日
時　

平
成
22
年
４
月
26
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　

一
宮
町
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　

会
議
室

内
容　

�

21
年
度
に
事
業
を
実
施
し
た
７
団

体
に
よ
る
事
業
報
告
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
【
事
務
局
】

　

☎
�
２
１
１
３

　

ＦＡＸ  
�
２
４
６
５

　

�m
achi@

town.ichinom
iya.chiba.jp

ま
ち
づ
く
り
推
進
団
体

第
５
回
上
総
国
さ
す
が
市
開
催
!!

平
成
21
年
度
一
宮
町
ま
ち
づ
く
り

町
民
提
案
事
業
報
告
会
︵
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
︶
開
催
!!

【
問
合
せ
】

特
定
非
営
利
活
動
法
人
さ
す
が
一
の
宮

さ
す
が
市
実
行
委
員
会　

☎
�
４
６
６
０

【
申
し
込
み
先
】

　

〒
２
９
９
ー
４
３
０
１

　

一
宮
町
一
宮
１
０
０
９
８
ー
１

　
１
３
８　

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク  

藤
井
幸
恵

　

☎
０
９
０
ー
７
７
２
０
ー
６
０
７
０

　

�y24y18s13-f@
docom

o.ne.jp
【
出　

店
】

長
生
楊
枝
／
木
工
／
木
桶
／
雅
印
彫
刻

／
竹
細
工
／
蕎
麦
打
ち
麺
棒
／
藍
染
め
／

染
色
／
陶
器
／
ミ
ニ
チ
ュ
ア
家
具
／
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
／
手
織
り
／
裂
き
織
り
／

レ
ー
ス
／
キ
ル
ト
／
骨
董
／
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
／
天
然
酵
母
石
窯
焼
き
パ
ン
／
ド
イ
ツ

パ
ン
／
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
／
ハ
ム
・
ソ
ー

セ
ー
ジ
／
フ
レ
ッ
シ
ュ
チ
ー
ズ
／
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
／
コ
ー
ヒ
ー
／
鰻
／
干
物
／
コ

ロ
ッ
ケ
／
シ
ュ
ウ
マ
イ
／
地
酒
／
新
鮮
地

元
野
菜
／
苺
／
打
ち
立
て
蕎
麦
／
手
作
り

ス
イ
ー
ツ
・
惣
菜
／
落
花
生
／
山
野
草
／

生
花　

ほ
か

【
青
空
食
堂
】

ワ
イ
ン
＆
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
／
イ
タ
リ

ア
ン
／
本
格
に
ぎ
り
寿
司
／
イ
ン
ド
カ

レ
ー
＆
焼
き
た
て
ナ
ン　

ほ
か

【
イ
ベ
ン
ト
そ
の
他
】　

和
太
鼓　

昇
鼓
團　
　

10
時
／
12
時

東
浪
見
甚
句　
　
　
　

11
時
／
13
時　

ふ
る
さ
と
バ
ン
ド　
　

14
時

一
宮
商
業
高
校
茶
道
部
に
よ
る
点
茶　

　

大
道
芸
＆
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ　

世
田
谷
も
の
づ
く
り
学
校
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
子
供
の
広
場
）

みんなで楽しんだ
子育ておしゃべりサロン

玉前神社参道桜馬場 

手工芸品・東浪見甚句ほか楽しいアトラクション  

am10:00～ｐｍ3：00 （小雨開催） 
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伝統工芸品 

★ 新鮮で安全な農産物・加工食品・青空食堂 

★ 青空食堂 

伝統工芸品 

ご
寄
付あり

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
九
十
九
里
漁
業
協
同
組
合
」
誕
生

九
十
九
里
地
区
の
7
市
町
村
に
ま
た
が

る
6
つ
の
漁
業
協
同
組
合
（
長
生
漁
協
・

白
里
漁
協
・
九
十
九
里
町
漁
協
・
成
東
町

漁
協
・
山
武
市
蓮
沼
漁
協
・
横
芝
漁
協
）

が
4
月
1
日
に
合
併
し
、
九
十
九
里
漁
業

協
同
組
合
と
し
て
、ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

九
十
九
里
浜
で
の
水
産
資
源
の
一
体
的

管
理
や
地
元
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向

け
た
効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
が
行
わ
れ

ま
す
。

な
お
、
旧
長
生
漁
業
協
同
組
合
は
、
今

後
、
九
十
九
里
漁
業
協
同
組
合
長
生
事
務

所
と
し
て
、
引
き
続
き
一
宮
・
長
生
・
白

子
地
区
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

大
阪
に
お
住
ま
い
の
金
井
万
里
子
さ
ん

が
３
月
22
日
に
同
級
生
５
人
と
東
浪
見
小

学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。
金
井
さ
ん
は
戦
時

中
、
学
童
疎
開
で
東
浪
見
小
学
校
を
卒
業

し
た
こ
と
か
ら
、
一
昨
年
、
当
町
の
子
供

た
ち
の
た
め
に
と
寄
付
を
い
た
だ
き
、
東

浪
見
小
学
校
と
一
宮
小
学
校
の
学
校
図
書

の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
玉
川
町
長
、
松
崎
東
浪
見
小
学

校
長
が
出
迎
え
、
図
書
室
で
お
礼
の
あ
い

さ
つ
を
交
わ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
当
時
の
思
い
出
話
や
同
級
生

の
活
躍
話
で
花
が
咲
き
、
中
で
も
金
井
さ

ん
が
卒
業
式
に
読
ん
だ
答
辞
と
、
遠
足
の

思
い
出
を
書
い
た
絵
を
見
な
が
ら
、
東
浪

見
小
学
校
の
教
育
が
如
何
に
素
晴
ら
し

か
っ
た
か
、
話
が
尽
き
る
こ
と
な
く
旧
交

を
温
め
て
い
ま
し
た
。

金
井
さ
ん
に
は
、
現
役
の
産
婦
人
科
医

と
し
て
の
ご

活
躍
と
、
今

後
も
当
町
の

子
供
た
ち
の

成
長
を
見

守
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

現
在
、
一
宮
町
に
は
35
の
区
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ら
は
同
じ
区
と
い
っ
て
も
実
に
様
々
で
す
。
例
え

ば
、
28
世
帯
か
ら
な
る
矢
畑
区
か
ら
３
４
０
も
の
世

帯
数
を
抱
え
る
17
区
ま
で
存
在
す
る
よ
う
に
規
模
が

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
上
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
古
い
区

た
新
し
い
区
も
あ
り
、
歴
史
的
、
文
化
的
背
景
も
そ

れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
々
に
よ
っ
て
自
主

的
に
組
織
さ
れ
運
営
さ
れ
て
い
る
自
治
組
織
で
あ
る

と
い
う
点
で
は
、
い
ず
れ
の
区
も
共
通
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
区
の
活
動
領
域
は
先
に
述
べ
た
事

情
に
よ
っ
て
異
な
る
と
こ
ろ
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず

れ
の
区
で
も
地
区
の
清
掃
活
動
や
福
祉
活
動
、
子
供

会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
地
区
の

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
活
動
を
主
導
す
る
の
は
専
ら

区
長
さ
ん
で
あ
り
、
住
民
自
治
の
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
区
長
さ
ん

の
仕
事
は
こ
れ
だ
け
で
な
く
、
地
区
と
行
政
を
結
ぶ

パ
イ
プ
役
も
ま
た
果
た
し
て
お
り
、
い
わ
ば
住
民
自

治
と
団
体
自
治
を
結
び
つ
け
る
大
切
な
存
在
で
も
あ

る
の
で
す
。

町
で
は
、
町
が
行
う
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
町
民
の
皆

様
に
あ
ま
ね
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
月
２
回

の
区
長
回
覧
で
広
報
紙
「
広
報
い
ち
の
み
や
」
と
町

か
ら
の
お
知
ら
せ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
区

長
さ
ん
に
は
そ
う
い
っ
た
配
布
物
を
整
理
し
た
上
で

各
班
に
配
布
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
そ
の
反
対
に
、
地
区
住
民
の
代
表
と
し
て
、

防
犯
灯
や
道
路
の
修
繕
な
ど
地
区
の
様
々
な
要
望
や

意
見
を
役
場
に
伝
え
る
こ
と
も
区
長
さ
ん
の
大
切
な

お
仕
事
で
す
。

そ
こ
で
こ
の
４
月
か
ら
、
区
長
さ
ん
の
負
担
を
少

し
で
も
軽
減
す
る
と
共
に
、
区
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、町
は「
ト

マ
ト
便
」
連
絡
制
度
を
始
め
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
各

課
の
職
員
が
当
番
制
で
回
覧
物
を
お
届
け
し
て
い
ま

し
た
が
、
新
制
度
で
は
各
地
区
の
担
当
職
員
を
固
定

し
て
同
じ
職
員
が
１
年
間
回
覧
物
を
お
届
け
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
い
つ
も
同
じ
職
員
が
区
長
さ
ん
を

訪
ね
る
こ
と
で
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に

し
、
町
民
の
声
が
町
政
に
さ
ら
に
反
映
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

区
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
数
の
比
率
は
平
成
22
年

３
月
現
在
で
80
・
６
％
で
す
が
、
ト
マ
ト
便
に
よ
っ

て
自
治
組
織
で
あ
る
区
を
さ
ら
に
活
性
化
し
て
住
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ト
マ
ト
便
始
ま
る

一宮町長
玉川 孫一郎

No.16

が
あ
る
一
方
で
平
成
の
世

に
な
っ
て
か
ら
組
織
さ
れ
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人事

平
成
22
年
4
月
1
日
付　

人 

事 

異 

動

︻
異
動
︼

新

旧

小

関

義

明
都
市
環
境
課
長

産
業
観
光
課
主
幹

白

井

喜

治
産
業
観
光
課
主
幹

︵
農
業
委
員
会
局
長
︶
総
務
課
主
幹

︵
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
︶

森

田

明

美
住
民
課
副
主
幹

都
市
環
境
課
副
主
幹

高

師

一

雄
福
祉
健
康
課
副
主
幹
住
民
課
主
査

小　

関　

己
喜
男
都
市
環
境
課
副
主
幹
福
祉
健
康
課
副
主
幹

小　

林　

久
美
子
総
務
課
主
査

会
計
課
主
査
補

鎗

田

浩

司
総
務
課
主
査

都
市
環
境
課
主
査
補

吉　

野　
　
　

昇
福
祉
健
康
課
主
査

一
宮
荘
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
主
査

長
谷
川　

正　

志
福
祉
健
康
課
主
査

産
業
観
光
課
主
査
補

古

山

菊

枝
都
市
環
境
課
主
査

一
宮
荘
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
主
査

土　

屋　
　
　

勉
都
市
環
境
課
主
査

税
務
課
主
査
補

金　

坂　

た
け
子
一
宮
保
育
所
主
査

東
浪
見
保
育
所
主
査

江　

澤　

由
理
子
東
浪
見
保
育
所
主
査
一
宮
保
育
所
主
査

吉　

田　
　
　

緑
原
保
育
所
主
査

一
宮
保
育
所
主
査

田

中

一

郎
税
務
課
主
査
補

住
民
課
主
査
補

御

園

明

裕
住
民
課
主
査
補

税
務
課
副
主
査

渡

辺

昭

子
一
宮
保
育
所
主
査
補
東
浪
見
保
育
所
主
査
補

東

間

公

代
東
浪
見
保
育
所
主
査
補

原
保
育
所
副
主
査

小

塚

友

恵
会
計
課
主
査
補

福
祉
健
康
課
主
査
補

渡

邉

高

明
教
育
課
主
査
補

総
務
課
主
査
補

峰

島

伸

吉
福
祉
健
康
課
副
主
査
教
育
課
副
主
査

吉

野

尚

幾
都
市
環
境
課
副
主
査
教
育
課
副
主
査

荒

山

敏

寛
都
市
環
境
課
副
主
査
福
祉
健
康
課
副
主
査

高

橋

克

佳
教
育
課
副
主
査

都
市
環
境
課
主
事

中

村

悠

二
産
業
観
光
課
主
事

都
市
環
境
課
主
事

鵜

沢

由

美
一
宮
保
育
所
副
主
査
原
保
育
所
保
育
主
事

市

東

美

佳
原
保
育
所
保
育
主
事
一
宮
保
育
所
保
育
主
事

︻
職
名
変
更
︼

新

旧

岡

本

和

之
福
祉
健
康
課
長

福
祉
健
康
課
主
幹

︻
昇
任
︼

新

旧

小

柳

一

郎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

主
幹

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

副
主
幹

横

山

一

江
東
浪
見
保
育
所
副
主
幹

東
浪
見
保
育
所
主
査

岡

澤

利

江
原
保
育
所
副
主
幹

原
保
育
所
主
査

長
谷
川　

圭　

子
総
務
課
主
査

総
務
課
主
査
補

諸　

岡　
　
　

昇
総
務
課
主
査

総
務
課
主
査
補

峰

島

勝

彦
税
務
課
主
査

税
務
課
主
査
補

阿
久
津　

久　

枝
住
民
課
主
査

住
民
課
主
査
補

高　

瀬　
　
　

忍
住
民
課
主
査

住
民
課
主
査
補

塩　

田　
　
　

健
都
市
環
境
課
主
査

都
市
環
境
課
主
査
補

小

安

栄

子
一
宮
保
育
所
主
査

一
宮
保
育
所
主
査
補

酒

井

洋

明
総
務
課
主
査
補

総
務
課
副
主
査

中

村

晴

美
総
務
課
主
査
補

総
務
課
副
主
査

鵜　

澤　

あ
け
み
総
務
課
主
査
補

総
務
課
副
主
査

森　
　
　

常　

麿
総
務
課
主
査
補

総
務
課
副
主
査

山

口

裕

之
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

主
査
補

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

副
主
査

久

我

富

子
都
市
環
境
課
主
査
補
都
市
環
境
課
副
主
査

長

谷

川

一
都
市
環
境
課
主
査
補
都
市
環
境
課
副
主
査

渡

邉

浩

二
産
業
観
光
課
主
査
補
産
業
観
光
課
副
主
査

森

田

正

己
教
育
課
主
査
補

教
育
課
副
主
査

對

馬

愛

野
一
宮
中
学
校
主
査
補
一
宮
中
学
校
主
任
栄
養
士

御
園
生　

加
代
子
議
会
事
務
局
書
記

︵
主
査
補
︶

議
会
事
務
局
書
記

︵
副
主
査
︶

田

中

孝

幸
住
民
課
副
主
査

住
民
課
主
事

渡

邉

了

介
福
祉
健
康
課
副
主
査
福
祉
健
康
課
主
事

山
ノ
井　

か
お
り
福
祉
健
康
課
副
主
査
福
祉
健
康
課
主
事

鶴

岡

委

美
福
祉
健
康
課
副
主
査
福
祉
健
康
課
主
事

小　

関　
　

綾
一
宮
保
育
所
副
主
査
一
宮
保
育
所
保
育
主
事

園

岡

久

美
一
宮
保
育
所
主
任
栄
養
士
一
宮
保
育
所
栄
養
士

大
多
和　
　
　

豪
住
民
課
主
事

住
民
課
主
事
補

︻
派
遣
︼

新

旧

小

関

良

雄
総
務
課
主
幹

︵
一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会
︶

一
宮
荘
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
支
配
人

小

関

康

弘
総
務
課
副
主
幹

︵
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
︶

都
市
環
境
課
副
主
幹

︻
派
遣
延
長
︼

新

旧

石

川

恵

子
総
務
課
主
査
補

︵
一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会
︶

総
務
課
主
査
補

︵
一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会
︶

峰　

島　

喜
美
子
総
務
課
主
査
補

︵
一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会
︶

総
務
課
主
査
補

︵
一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会
︶

木

島

照

文
総
務
課
主
査
補

︵
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
︶

総
務
課
主
査
補

︵
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
︶

︻
県
市
町
村
課
研
修
︼

新

旧

土

屋

博

嗣
総
務
課
副
主
査

︵
千
葉
県
総
務
部
市
町
村
課
研
修
︶

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

主
事

︻
新
規
採
用
︼

新

旧

河　

内　
　
　

俊
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

副
主
査

藤

野

皓

介
税
務
課
主
事
補

今　

田　

よ
し
み
総
務
課
主
事
補

並

木

良

美
一
宮
小
学
校
調
理
員

︻
再
任
用
︼

新

旧

矢　

野　
　
　

茂
総
務
課

福
祉
健
康
課
長

︻
退
職
︼

平
成

年
３
月

日
付
け

矢　

野　
　

茂
福
祉
健
康
課
長

露　

崎　

恵
司
郎
都
市
環
境
課
長

渡

辺

生

一
総
務
課
主
幹
︵
一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会
︶

小

峯

正

子
総
務
課
副
主
査

丸

島

和

親
総
務
課
主
事

田

辺

妙

子
一
宮
荘
調
理
員

永

島

啓

子
一
宮
小
学
校
調
理
員

長
谷
川　

節　

子
一
宮
中
学
校
調
理
員

区長が決まりました

主な仕事

　町からの連絡事項や地域の皆さんの意
見や要望などを取りまとめて町へ伝える
行政の区長が決まりました。
　区長は、自治区で選出された方を町の
非常勤特別職として委嘱しています。

・地域住民の要望の取りまとめ
・行政情報の伝達（区長回覧）
　　第１・第３水曜日
・防犯灯の管理・新設に関する申請
・集会所の新築・補修の補助金申請
・ゴミゼロ運動の協力
・集積所の管理
・社会福祉協議会活動

従
来
の
第
１
期
、
第
２
期
に
加
え
、
平

成
24
年
度
ま
で
、
定
期
予
防
接
種
と
し
て

中
学
１
年
生
相
当
年
齢
（
第
３
期
）
と
高

校
３
年
生
相
当
年
齢
（
第
４
期
）
の
方
を

対
象
に
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
町
か
ら

通
知
し
ま
す
の
で
、
通
知
が
あ
っ
た
方
は

期
間
内
に
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

対
象
年
齢

　

第
１
期

　
　

満
１
歳
か
ら
２
歳
未
満

　

第
２
期

　
　

満
５
歳
～
７
歳
未
満
（
た
だ
し
就
学

前
の
１
年
間
）

　

第
３
期

　
　

中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

　

（�

平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

　

第
４
期

　
　

高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

　

（�

平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
５
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

期
間

　

第
２
期
、
第
３
期
、
第
４
期
の
接
種
期

間
は
い
ず
れ
も
平
成
22
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

ワ
ク
チ
ン

　

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
）
ワ
ク
チ
ン

保健

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

保健

子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
年
齢
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

保健

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者
募
集

回
数　

１
回

方
法

　

第
１
期
、
第
２
期
、
第
４
期
：
指
定
医

療
機
関
で
の
個
別
接
種

　

第
３
期
：
学
校
で
の
集
団
接
種

　
注
意
事
項

※
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て
接
種
を
し
た
場
合

は
町
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

御
注
意
下
さ
い
。

※
麻
し
ん
風
し
ん
共
に
か
か
っ
た
こ
と
の

あ
る
方
、
麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種

を
２
回
受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
出
場
者
を
募

集
し
ま
す
。
対
象
の
方
は
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ク
ー
ル
開
催
日

　

平
成
22
年
5
月
13
日
（
木
）

　

9
時
30
分
集
合

会
場

　

茂
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者

【
高
齢
者
の
部
】

　

・�

４
月
１
日
現
在
80
歳
以
上
で
、
完
全

に
治
療
さ
れ
て
い
る
自
分
の
歯
（
か

ぶ
せ
た
歯
、
さ
し
歯
で
も
可
）
が
20

本
以
上
あ
り
、
歯
並
び
・
か
み
合
わ

せ
が
良
好
で
、
口
の
中
が
き
れ
い
に

清
掃
さ
れ
て
い
る
方

【
親
子
の
部
】

　

・�

平
成
21
年
4
月
～
平
成
22
年
3
月
ま

で
の
間
に
3
歳
児
健
診
を
受
診
し
た

む
し
歯
の
な
い
幼
児
と
、
そ
の
父
ま

た
は
母

申
し
込
み
期
限

　
　

平
成
22
年
4
月
28
日
（
水
）
ま
で

　

※�

必
ず
事
前
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

県
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
が
平
成

22
年
12
月
１
日
診
療
分
か
ら
対
象
が
小
学

校
３
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
る
予
定
で
す
。

町
で
は
こ
れ
に
先
行
し
て
次
の
と
お

り
、
平
成
22
年
４
月
１
日
診
療
分
か
ら
拡

大
し
て
助
成
し
ま
す
。

　助
成
年
齢
及
び
方
法

　

・
小
学
校
就
学
前
乳
幼
児　

　
　
　
　

現
行
ど
お
り
受
給
券
で
助
成

　

・
小
学
校
１
年
生
～
３
年
生　

　
　
　
　

償
還
払
い

　
　
　
　

�

医
療
機
関
で
支
払
っ
た
医
療
費

を
申
請
に
基
づ
き
後
日
、
町
か

ら
助
成
し
ま
す
。

小
学
生
の
対
象
医
療
費

　

平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関

で
受
診
し
た
保
険
適
用
範
囲
内
の
入

院
・
通
院
に
か
か
る
医
療
費

保
護
者
負
担
金

　

入
通
院
１
回
（
１
日
）
に
つ
き
２
０
０

円
又
は
０
円
、
調
剤
０
円

申
請
に
必
要
な
書
類

　

申
請
書
及
び
医
療
機
関
の
領
収
書
、
振

込
通
帳
、
印
鑑

申
請
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

綱 田 区 鵜 澤 一 浩
釣 区 峰 　 島 　 雄 一 郎
枇 杷 畑 区 川 﨑 敏 明
権 現 前 区 吉 野 浩 正
大　村　区 渡 邉 正 巳
岩　切　区 小 関 時 夫
矢　畑　区 宗 政 博 一
稲 荷 塚 区 長 谷 川 　 親 　 司
原 　 区 田 中 清 治
新 熊 区 髙 梨 幸 治
１ 　 　 区 小 澤 哲 雄
２ 　 　 区 渡 邉 武 男
３ 　 　 区 金 坂 幸 夫
４ 　 　 区 細 野 舜 海
５ 　 　 区 御 園 生 　 　 　 守
６ 　 　 区 宇 野 敏 行
７ 区 の １ 市 原 裕 之
７ 区 の ２ 澤 田 　 稔
８ 区 の １ 髙 　 師 　 脩 二 郎
８ 区 の ２ 園 岡 利 夫
９ 区 の １ 笹 川 秀 男
９ 区 の ２ 渡 邉 昇 一
10　　区 伊 丹 𣳾 男
11　　区 冨 塚 義 博
12　　区 森 田 　 榮
13　　区 鶴 岡 芳 浩
14　　区 御 園 精 一
15　　区 久 我 勝 彦
16　　区 河 野 文 七
17　　区 長 谷 川 　 　 　 　
船 頭 給 区 吉 野 主 税
新 地 区 貝 塚 　 実
宮 原 区 露 﨑 吉 春
海 岸 区 田 邉 良 男
新 浜 区 鈴 木 廸 夫

■ 

問
合
せ　

福
祉
健
康
課　

健
康
グ
ル
ー
プ　

☎
�
１
０
５
５

■ 

問
合
せ　

福
祉
健
康
課　

健
康
グ
ル
ー
プ　

☎
�
１
０
５
５

■ 

問
合
せ　

福
祉
健
康
課　

健
康
グ
ル
ー
プ　

☎
�
１
０
５
５
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福祉

子
ど
も
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

環境

廃
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
目
は

適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

税金

★
町
税
の
お
支
払
い
は
ぜ
ひ
便
利
な
口
座
振
替
に
！

産業

貝
類
は
採
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
！

一
宮
町
内
の
海
岸
に
は
、
九
十
九
里
漁

業
協
同
組
合
（
旧
長
生
漁
業
協
同
組
合
）

の
漁
業
権
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
組
合

で
は
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
（
通
称
：

ハ
マ
グ
リ
・
ゼ
ン
ナ
）・
ナ
ガ
ラ
ミ
・
コ

タ
マ
ガ
イ
（
通
称
：
ヒ
ラ
ガ
イ
・
テ
ブ
ツ
）

を
将
来
に
わ
た
っ
て
利
用
す
る
た
め
、
資

平
成
22
年
4
月
か
ら
支
給
さ
れ
る
子
ど

も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も

の
健
や
か
な
育
ち
を
社
会
全
体
で
応
援
す

る
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
養
育
者
に
対
し

支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象

　

満
15
歳
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
子
ど
も

※�

児
童
手
当
制
度
は
、
小
学
校
修
了
前
の

町
税
の
お
支
払
い
に
は
、
便
利
で
確
実

な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
各
税
目

の
納
期
ご
と
に
金
融
機
関
窓
口
に
納
め
に

行
く
手
間
が
省
け
ま
す
し
、
納
付
の
し
忘

れ
も
な
く
な
り
ま
す
。
通
常
は
一
度
の
お

申
し
込
み
で
翌
年
度
以
降
も
継
続
さ
れ
ま

す
。
お
忙
し
い
方
や
不
在
が
ち
な
方
に
は

特
に
便
利
で
す
。

◎
取
り
扱
い
金
融
機
関

　
　

千
葉
銀
行
・
長
生
農
業
協
同
組
合

　
　

房
総
信
用
組
合
・
中
央
労
働
金
庫

　
　

京
葉
銀
行
・
千
葉
興
業
銀
行

　
　

み
ず
ほ
銀
行
・
り
そ
な
銀
行

　
　

全
国
の
郵
便
局

◎
口
座
振
替
で
き
る
町
税
の
種
類

　

�

個
人
住
民
税
（
普
通
徴
収
）
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険

税
◎
お
申
し
込
み
方
法

金
融
機
関
・
郵
便
局
で
の
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
の
で
、「
納
税
通
知
書
・
通
帳
・

通
帳
届
出
印
」
を
ご
持
参
の
う
え
、
お
申

し
込
み
下
さ
い
。
尚
、
郵
便
局
は
備
え
付

け
の
申
し
込
み
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
下
さ
い
。

※
お
申
し
込
み
の
翌
月
か
ら
振
替
を
開

始
し
ま
す
。
納
期
前
日
ま
で
に
残
高
を
確

認
し
て
下
さ
い
。

※
こ
の
よ
う
な
時
は
必
ず
手
続
き
を
！

次
の
よ
う
な
時
は
速
や
か
に
役
場
窓
口

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

去
る
３
月
13
日
に
国
民
宿
舎
一
宮
荘
で

備
品
等
の
売
却
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
大

勢
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
内
外
か
ら
１
０
０
人
を
超

え
る
参
加
者
が
あ
り
、
大
半
の
処
分
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
売
上
は
、
合
計
で

２
７
１
，
１
７
０
円
で
し
た
。
尚
、
こ
の

売
上
金
は
、
町
の
会
計
に
繰
入
れ
し
ま
し

た
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

源
の
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

一
般
の
方
が
こ
れ
ら
の
貝
を
採
る
こ
と

は
、
漁
業
権
の
侵
害
と
な
り
、
法
令
違
反

で
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

海
の
利
用
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
む
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
が
対
象
で
、
養
育
者
等
に
所
得

制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
手
当

は
、
中
学
校
修
了
前
ま
で
支
給
対
象
が

拡
大
さ
れ
、
所
得
制
限
も
あ
り
ま
せ

ん
。

手
当
の
額

月
額
１
万
３
千
円

　

・
金
融
機
関
（
支
店
）
を
変
更
し
た
時

　

・
口
座
を
解
約
し
た
時

　

・
口
座
名
義
人
を
変
更
し
た
時

　

・
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
や
め
る
時

土
地
・
建
物
を
名
義
変
更
し
た
場
合
の
固

定
資
産
税
な
ど
、
納
税
義
務
者
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
、
再
度
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

平成 22 年度　町税納期一覧表
納期限日 該当税目（期別）

４月30日（金） 固 定 資 産 税 （１期）
５月31日（月） 軽 自 動 車 税 （１期）
６月30日（水） 町 県 民 税 （１期）
８ 月 ２ 日 （ 月 ） 固 定 資 産 税 （２期）、国民健康保険税（１期）
８月31日（火） 町 県 民 税 （２期）、国民健康保険税（２期）
９月30日（木） 国民健康保険税 （３期）
11月１日（月） 町 県 民 税 （３期）、国民健康保険税（４期）
11月30日（火） 国民健康保険税 （５期）
12月27日（月） 固 定 資 産 税 （３期）、国民健康保険税（６期）
１月31日（月） 町 県 民 税 （４期）、国民健康保険税（７期）
２月28日（月） 固 定 資 産 税 （４期）、国民健康保険税（８期）

テ
レ
ビ
（
液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
含
む
）・

冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
・
冷
凍
庫
・

衣
類
乾
燥
機

処
理
方
法
①

家
電
製
品
を
購
入
し
た
小
売
店
ま
た
は

同
じ
種
類
の
製
品
を
購
入
し
よ
う
と
す
る

小
売
店
に
処
理
を
依
頼
す
る

対
象
の
家
電
製
品
を
小
売
店
に
引
渡
す

際
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
収
集
運
搬
料
金

を
払
い
ま
す
。

（
収
集
運
搬
料
金
は
各
小
売
店
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。）

処
理
方
法
②

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
郵
便
局
で
振
り
込

み
、
指
定
引
き
取
り
場
所
へ
自
己
搬
入
す

る
対
象
と
な
る
家
電
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル

料
金
を
郵
便
局
で
振
り
込
み
ま
す
。
振
り

込
み
後
、
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
受
け
取
り
、

家
電
メ
ー
カ
ー
が
指
定
す
る
引
き
取
り
場

所
へ
自
己
搬
入
し
ま
す
。

処
理
方
法
③

自
己
搬
入
で
き
な
い
場
合
、
長
生
広
域

が
収
集
運
搬
を
許
可
し
た
業
者
に
依
頼
す

る
対
象
の
家
電
製
品
を
自
己
搬
入
で
き
な

い
場
合
は
、
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

を
支
払
っ
た
後
、
収
集
運
搬
業
者
に
運
搬

費
用
と
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
渡
し
依
頼
し
ま

す
。

長
生
一
廃
許
可
組
合　

☎
�
７
６
７
６

指
定
引
き
取
り
場
所

※
南
総
通
運
㈱

　

長
生
郡
長
柄
町
山
根
１
１
９
３
ー

１

　

☎
�
７
３
３
３

※
上
総
通
運
㈱

　

い
す
み
市
深
堀
３
６
０
番
地
３

　

☎
０
４
７
０
�
０
１
８
１

主要メーカーのリサイクル料金（平成21年４月１日改定）

ご
み
の
散
乱
防
止
と
再
資
源
化
の
促
進
を
目
的

に
、
毎
年
、
県
下
一
斉
に
実
施
さ
れ
る
「
ご
み
ゼ

ロ
運
動
」
を
５
月
30
日
（
日
）
に
行
な
い
ま
す
。

美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

テレビ
（液晶・プラズマ含む） エアコン

(室外機含む )
冷蔵庫・冷凍庫 洗濯機

（衣類乾燥機含む）
15型以下 16型以上 170㍑以下 171㍑以上
1,785円 2,835円 2,625 円 3,780円 4,830円 2,520 円
〜 〜 〜 〜 〜 〜

3,795円 3,795円 3,664 円 5,869円 5,869円 3,444 円

環境

ご
み
ゼ
ロ
運
動
を

実
施
し
ま
す
！

環境

一
宮
町
環
境
審
議
会
委
員

選
任
さ
れ
る

一
宮
町
環
境
審
議
会
委
員
の
任
期
満
了
（
平
成

22
年
3
月
31
日
）
に
伴
い
、
一
般
公
募
２
人
を
含

む
10
人
の
方
に
一
宮
町
環
境
審
議
会
規
則
第
３
条

に
基
づ
い
て
町
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

１
号
委
員　

町
議
会
議
員　

萩
原　

一
美
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

佐
衛

２
号
委
員　

農
業
団
体　
　

丸
島
邦
一
郎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　
　

茂

３
号
委
員　

商
工
業
団
体　

秦　
　

重
悦

４
号
委
員　

医
師　
　
　
　

米
本　

光
一

５
号
委
員　

薬
剤
師　
　
　

加
藤　

有
宏

６
号
委
員　

学
識
経
験
者　

藤
本　

敦
子

７
号
委
員　

町
民
（
一
般
公
募
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
野　

直
昭
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

祐
子

７
号
委
員
は
、
一
般
公
募
へ
の
応
募
者
５
人
の

中
か
ら
厳
正
な
る
審
査
を
行
い
選
任
致
し
ま
し
た
。

■ 

問
合
せ　

税
務
課　

☎
�
２
１
１
４

■ 

問
合
せ　

福
祉
健
康
課　

福
祉
グ
ル
ー
プ　

☎
�
１
４
３
１

■ 

問
合
せ　

九
十
九
里
漁
業
協
同
組
合　

長
生
事
務
所　

☎
�
２
０
１
２

一
宮
町
産
業
観
光
課

☎
�
１
４
２
７

■ 

問
合
せ　

都
市
環
境
課　
　
　

都
市
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
４
３
０

新
た
に
申
請
が
必
要
な
方
に
は
、
４
月

下
旬
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。
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城
西
国
際
大
学
が
県
内
各
地
で
実
施
し

て
い
る
公
開
講
座
を
一
宮
町
で
開
催
し
ま

す
。
テ
ー
マ
は
、
一
宮
町
の
歴
史
、
文
化

で
す
。

第
１
回
：
５
月
29
日
（
土
）

「
タ
マ
ヨ
リ
ビ
メ
の
系
譜
と
海
の
信
仰
」

岡　

田　

美
也
子�

氏

（
国
際
人
文
学
部
国
際
文
化
学
科
准
教
授
）

第
２
回
：
６
月
５
日
（
土
）

「
タ
マ
」
と
「
サ
キ
」
に
み
ち
び
か
れ
て

～
言
葉
の
中
の
遠
い
世

三　

木　

紀　

人�

氏

（
国
際
人
文
学
部
国
際
文
化
学
科
教
授
）

第
３
回
：
６
月
12
日
（
土
）

「
一
宮
と
芥
川
龍
之
介
」

渡　

邊　
　
　

拓�

氏

（
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
助
教
）

時　

間
：
各
回
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所
：
中
央
公
民
館

参
加
費
：
無
料

＊
申
込
み
は
不
要
で
す
。

〜
町
制
１
２
０
周
年
記
念

　

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
〜

◎募集対象：成人
染　　　色　　（定員　20人） きままクラブ　　（定員　30人）

第１水曜日

10：00（６/２開講）

講師：帆
ほあし

足　まおり

いろいろな染めに挑戦します

第３火曜日

（６/15 開講）

楽しい企画で学びます

第 1回目は見学会を予定しています。

◎募集対象：親子
リトミック（定員親子10組）

◎各教室とも材料費を除き受講料は無料です。

◎�各教室とも定員になり次第締め切ります。申込者が定

員の半数を下回った場合は教室の開催をやめることも

あります。

◎申込時に決定通知用の郵便ハガキを持参して下さい。

第２・４木曜日

10：00（６/10 開講）

講師：末永美由起

親子で、体を動かし楽しみます

（Ｈ 20．４～Ｈ 21．３　生まれ）

その他、下記の教室を予定しています。募集は後程お知らせします。
太 巻 き 寿 司 前期・後期で募集します

展 覧 会 鑑 賞 展覧会などを鑑賞します　

写 真 撮 影 術 デジカメを持ち寄り操作方法・撮影術を学びます

地 域 探 検 町内外を散歩して、四季折々の豊な自然を観察します

家 庭 園 芸 実際に畑で栽培し土とふれあい収穫の喜びを学ぶ。（家庭菜園に取り組んでいる方を対象とします）

募集期間５月 10日（月）～５月 14日（金）
申込方法　下記の申込書で中央公民館へお申込ください。

きりとり線
平成 22年度公民館教室申込書（染色・きままクラブ・リトミック用）

教室名 氏　名 年齢 住　　所 電話番号

申込み時に決定通知書用のハガキが必要です。

平成22年度　公民館教室募集のお知らせ

　一宮中学校体育館の老朽化に伴い、今年度改築工事を行います。
　５月から現在の体育館を解体し、平成 23年３月末に新体育館の完成を予定しています。建築する体育館の規模は現
在と同程度で鉄筋コンクリート造平屋建（屋根は鉄骨造）です。
　工事にあたり、関係者ならびに地域の皆さんのご理解、ご協力をお願いします。

中学校体育館の改築工事を実施します。

一宮ネイチャークラブから行事案内　手植えによる田植え体験～参加者募集中！　

　松子の田んぼにはきれいな山の水が入っています。
メダカやおたまじゃくしが泳ぐ田んぼに入って、手で稲苗を植えて
みませんか。田んぼの泥も心地よい感触です。子どもから大人まで
気楽に楽しめる田植えです。
ぜひご参加下さい。
　日　時：５月１日（土）　午前９時～ 11時 30分　�
＊予備日：５月２日（日）
場所：一宮町の松子（洞庭湖より右奥へ車で２分）
用意：帽子、タオル、汚れてもよい服
申込先：受付担当　三芳堂　42-6009（FAX）　42-4345（TEL）
渡　部　42-1820（TEL/FAX）�　� kameakemi777@ybb.ne.jp

■ハウスがあります
集合場所

松子の田んぼへのルート
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SUN MON TUE WED THU FRI SAT

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

日
時　

5
月
18
日
︵
火
︶

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー　

図
書
室

対
象　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

料
金　

無
料

※
要
予
約
︵
先
着
６
人
ま
で
︶

※
相
談
時
間
は
１
人
20
分

申
込
み　

総
務
課　

☎
�
２
１
１
２

▼
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

▼
保
育
所
の
映
画
会
・
誕
生
会
に

　

親
子
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

▼
５
月
・
６
月
は
、
赤
十
字
運
動
月
間

▼
﹁
緑
の
募
金
﹂
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

▼
﹁
九
十
九
里
浜
環
境
保
全
活
動
﹂
一
宮
海
岸

　

２
，
０
０
０
本
植
樹
祭
～
参
加
者
募
集
～

▼
気
象
警
報
・
注
意
報
の

発
表
が
変
わ
り
ま
す

▼
人
権
行
政
相
談

▼
町
長
室
開
放
日

▼
一
宮
保
育
所
親
子
教
室

日
時　

５
月
６
日
︵
木
︶

　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー　

図
書
室

対
象　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

※
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

※
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時　

5
月
20
日
︵
木
︶
13
時
～
17
時

場
所　

一
宮
町
役
場　

町
長
室

※
要
予
約
・
１
人
30
分

申
込
み　

総
務
課　

☎
�
２
１
１
２

　

入
所
前
の
親
子
の
み
な
さ
ん
、
希
望
さ

れ
る
保
育
所
に
お
気
軽
に
お
申
込
く
だ
さ

い
。

一
宮
保
育
所　
　

☎
42
３
２
１
１

　

○
映
画
会　

5
月
21
日
︵
金
︶
10
時
～

　

○
誕
生
会　

5
月
26
日
︵
水
︶
10
時
～

原
保
育
所　
　
　

☎
42
２
５
１
４

　

○
映
画
会　

5
月
19
日
︵
水
︶
10
時
～

　

○
誕
生
会　

5
月
27
日
︵
木
︶
10
時
～

東
浪
見
保
育
所　

☎
42
２
２
２
４

　

○
映
画
会　

5
月
18
日
︵
火
︶
10
時
～

　

○
誕
生
会　

5
月
28
日
︵
金
︶
10
時
～

※
申
込
多
数
の
場
合
、
お
断
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
た
め
、
お
車

で
の
来
所
は
控
え
て
下
さ
い
。

受　

付　

9
時
45
分
～

　
　
　
　

10
時
～
11
時　

親
子
あ
そ
び

場　

所　

一
宮
保
育
所
２
階

予　

約　

10
時
～
13
時

︵
土
・
日
・
祭
日
除
く
︶

一
宮
保
育
所　

☎
�
３
２
１
１

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
た
め
、
お
車

で
の
来
所
は
控
え
て
下
さ
い
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

町
政
に
対
す
る
提
言
・
要
望
・
意
見
な
ど

﹁
生
の
声
﹂
を
直
接
、
町
長
が
お
聴
き
い

た
し
ま
す
。

　

情
報
交
換
や
お
友
達
づ
く
り
の
場
と
し

て
、
お
し
ゃ
べ
り
の
ほ
か
紙
芝
居
、
手
遊

び
、
ダ
ン
ス
な
ど
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て

行
い
ま
す
。

日　

時　

5
月
6
日
︵
木
︶

　
　
　
　

１･

２
才
児
対
象
︵
20
組)

　
　
　
　

5
月
20
日
︵
木
︶

　
　
　
　

３
才
以
上
児
対
象
︵
20
組)

　

〜
命
を
救
う
力
を
合
わ
せ
よ
う
〜

　

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
は
、
人
道

の
原
則
の
も
と
国
内
の
災
害
時
の
救
護
、

国
外
の
紛
争
・
災
害
・
病
気
な
ど
で
苦
し

む
人
々
へ
の
救
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
人
道
的
活
動
は
、
皆
様
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
善
意
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

﹁
活
動
資
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。﹂

問
合
せ

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部

☎
０
４
３
︲
２
４
１
︲
７
５
３
１

http://w
w

w
.chiba.jre.or.jp

　

一
宮
海
岸
の
環
境･

景
観･

防
災･

健

康
の
役
割
を
担
う
森
づ
く
り
の
た
め
、
ク

ロ
マ
ツ
を
中
心
に
親
子
で
植
樹
し
ま
す
。

日　

時　

５
月
16
日
︵
日
︶

　
　
　
　

午
前
10
時
～
12
時
︵
雨
天
決
行
︶

場　

所　

東
浪
見
釣
个
崎
下

　
　
　
　
︵
上
総
十
二
社
祭
祭
典
場
付
近
︶

　
　
　
　

現
地
集
合
・
解
散

募　

集　

親
子
２
０
０
名
︵
申
込
順
︶

参
加
費　

無
料

申
込
方
法

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

　
　
　
︵
定
員
に
な
り
次
第
締
切
︶

主
催
・
問
合
せ
・
申
込
み

︵
財
︶
千
葉
県
青
少
年
協
会

事
業
グ
ル
ー
プ　

鈴
木

☎
０
４
３
ー

２
８
７
ー

１
７
１
１

℻  
０
４
３
ー

２
５
１
ー

０
８
４
９

�cpyw
a-01@

poem
.ocn.ne.jp

後
援　

一
宮
町
・
一
宮
町
教
育
委
員
会
他

協
力　

未
来
の
上
総
一
宮
を
つ
く
る
会

※ 

植
樹
の
た
め
の
準
備
と
し
て
、
5
月
8

日
︵
土
︶
午
前
9
時
～
11
時
半
、
現
地

周
辺
の
草
刈
を
行
い
ま
す
。
協
力
い
た

だ
け
る
方
は
、
5
月
5
日
︵
水
︶
ま
で

に
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
�
６
０
６
８
︵
ＦＡＸ  
可
︶
藤
乗

　

5
月
31
日
ま
で
、
春
の
募
金
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
募
金
は
、

千
葉
県
緑
化
推
進
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、

地
域
緑
化
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
各
区
に
家
庭
募
金
を
お
願
い

す
る
ほ
か
、
産
業
観
光
課
窓
口
に
募
金
箱

を
設
置
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
観
光
課　

☎
�
１
４
２
７

ご
利
用
く
だ
さ
い
!!

一
宮
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー   

一
宮
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内

『
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？
』

　

平
成
20
年
４
月
１
日
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
広
報
紙
を
通
じ
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
そ
の
内
容
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、も
う
一
度
紹
介
し
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で

も
健
や
か
に
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
介
護
・
福
祉
・
健
康
・
医
療
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か

ら
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

　

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
が
中
心
に
な
っ
て
、
次
の
よ
う
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

② 

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

介
護
認
定
に
お
い
て
要
支
援
１
、

２
と
認
定
さ
れ
た
方
や
、
支
援
や
介

護
が
必
要
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
方

が
対
象
で
す
。

　

生
活
機
能
の
低
下
を
で
き
る
限
り

予
防
し
、
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
一
緒
に
考
え
、
介
護
予
防
プ
ラ

ン
を
作
成
し
支
援
を
し
て
い
き
ま

す
。

①
総
合
相
談

　

介
護
に
関
す
る
相
談
や
心
配
ご

と
、
悩
み
以
外
に
、
健
康
や
福
祉
、

医
療
や
生
活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

﹁
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
ら
な

い
﹂
心
配
ご
と
や
悩
み
に
つ
い
て
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③ 

権
利
擁
護

　

お
金
の
管
理
や
契
約
に
関
す
る
相
談
な

ど
、
頼
れ
る
家
族
な
ど
が
い
な
い
場
合
は
、

必
要
に
応
じ
て
成
年
後
見
制
度
の
申
し
立

て
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
悪
質
な
詐
欺
商
法
や
消
費
者
金

融
な
ど
消
費
者
被
害
の
防
止
に
努
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
虐
待
の
早
期
発

見
や
予
防
に
努
め
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

④ 

そ
の
他

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
や
機
関
と
連
携
す

る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。
自
宅
で
も
施
設
で
も

途
切
れ
る
こ
と
な
く
一
貫
し
て
支
援
が
受

け
ら
れ
、
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
の
生
活
全
体
を
支

え
て
い
き
ま
す
。

｢

こ
ん
な
と
き｣

は
…

一宮町地域包括支援センターへお気軽にご相談ください。
保健師、社会福祉士が対応します。

TEL：４０－１０５５（直通）

お
知
ら
せ

募
　
集

そ
う
だ
ん
ご
と

介
護
保
険
で

﹃
非
該
当
﹄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

財
産
管
理
に

　
　

自
信
が
な
く
な
っ
た

高
齢
な
の
で

手
助
け
が
ほ
し
い

１
人
暮
ら
し
で

今
後
が
心
配

誰
に
相
談
し
た
ら

　

い
い
の
か

　
　

分
か
ら
な
い

健
康
に

　

自
信
が

　
　
　

も
て
な
い

　

銚
子
地
方
気
象
台
で
は
現
在
、
大
雨
警

報
な
ど
の
気
象
警
報
・
注
意
報
を
、
千
葉

県
内
を
７
区
域
に
分
け
て
発
表
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
、
平
成
22
年
5
月
27
日
︵
予

定
︶
か
ら
﹁
一
宮
町
に
対
し
て
大
雨
警
報

︵
土
砂
災
害
︶
を
発
表
﹂
な
ど
、
個
別
の

市
町
村
を
対
象
と
し
て
発
表
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
お
住
ま
い
の
場
所
が
警
戒
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
や
す
く

な
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
準
備
や
自

主
避
難
の
目
安
と
し
て
判
断
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
を
基
に
、
町
で
は
必
要

と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
避
難
指
示
や
避
難

勧
告
の
発
令
を
防
災
行
政
無
線
等
に
よ
り

お
知
ら
せ
す
る
な
ど
効
果
的
な
防
災
対
応

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
銚
子
地
方
気
象
台
防
災
業

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。ま
た
、

気
象
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。

【
気
象
情
報
の
問
合
せ
】

銚
子
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

☎
０
４
７
９
�
７
７
０
５

http://w
w

w
.jm

a-net.go.jp/choshi/
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■一宮町保健センター ※ 対象者に通知している行事については、掲載していないものもあります。
　詳しくは保健センターにお問い合わせ下さい。

5 月の行事 問合せ先：一宮町保健センター内  福祉健康課  健康グループ  ☎ 40 － 1055

名　　　称 日　程 時　　　間 内 容・対 象 場　所

乳 が ん 検 診

  6 日（木）

対象者には通知します

一

宮

町

保

健

セ

ン

タ

ー

10 日（月）

11 日（火）

育 児 相 談
（予約制）

10 日（月）
  ９：00 〜 11：00 子育てに関するさまざまな相談

親 子 ふ れ あ い 教 室   11：00 〜 12：00
あそびの教室 0 歳児

（きょうだいの参加も可）と保護者
マ タ ニ テ ィ 教 室

（第 1 回目）
13 日（木）

 受付 13：15 〜 13：30 妊婦及びその家族

け ん こ う 運 動 教 室  受付 13：15 〜 13：30
65 歳以上の希望者

（筋力アップ体操）

男 性 の 料 理 教 室 18 日（火）  受付 ９：20 〜 ９：30
町内在住の希望者

（お問合せ下さい）

三 種 混 合 予 防 接 種 19 日（水）  受付 13：15 〜 13：45 対象者には通知します

乳 児 相 談 20 日（木）  受付 13：15 〜 14：00

4 ヶ月児・7 ヶ月児・12 ヶ月児
※7 ヶ月児と保護者の方には、合
わせて『ブックスタート』があ
ります

マ タ ニ テ ィ 教 室
（第２回目）

26 日（水）
 受付 ９：45 〜 10：00 妊婦及びその家族

け ん こ う 運 動 教 室  受付 13：15 〜 13：30
65 歳以上の希望者（物づくり体験、
体育協会によるいきいき体操）

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 28 日（金）  受付 13：15 〜 13：30 平成 22 年２月生まれ

あ そ び の 広 場

６日（木）・７日（金）・12 日（水）・14 日（金）・
17 日（月）・18 日（火）・19 日（水）・21 日（金）・
24 日（月）・27 日（木）・28 日（金）・31 日（月）・

９：30 〜 12：00
13：00 〜 16：00
乳幼児と保護者

※12 日（水）11：00 〜 11：30
ボランティア「赤とんぼの会」による絵本の読み聞かせが行われます。

健 康 教 室 20 日（木） 受付９：45 〜 10：00
65 歳以上の希望者

（レクリエーション）
東 浪 見
コミュニティ
セ ン タ ー

平
成
20
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
特
定

保
健
指
導
教
室
を
、
今
年
度
も
行
い
ま
し

た
。こ

の
教
室
は
、特
定
健
診
の
結
果
か
ら
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
生
活
習

慣
改
善
の
必
要
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
方

を
対
象
に
し
て
専
門
家
の
指
導
の
も
と
、

生
活
習
慣
を
改
善
し
て
、
心
身
と
も
に
変

身
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
の
教
室
『
ヘ
ル
シ
ー
ス

リ
ム
ア
ッ
プ
教
室
』
を
9
月
か
ら
開
講

し
、
教
室
生
は
ス
ト
レ
ッ
チ
・
運
動
・
料

理
講
習
会
な
ど
多
種
多
様
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
、
様
々
な
知
識
を
身
に
つ
け
、
自
宅

で
も
実
践
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
で
メ
タ
ボ
脱

出
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

栄
養
講
習
会
で
は
、
食
材
の
色
に
よ
っ

て
食
品
の
仲
間
分
け
を
す
る
方
法
を
学
び

特
定
保
健
指
導

教
室
を
終
え
て

６
ヶ
月
後
の
結
果
は
…

教
室
に
参
加
し
て
…

私

の

変

化

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
食
材
の
成
分
が
わ

か
ら
な
く
て
も
、色
で
分
類
で
き
る
の
で
、

と
て
も
便
利
な
方
法
で
し
た
。

運
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、『
無
理
な

く
続
け
よ
う
！
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
運
動
を

楽
し
み
ま
し
た
。
自
宅
で
行
う
ス
ト
レ
ッ

チ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
復
習
も
、
教
室
の

中
で
繰
り
返
し
行
い
ま
し
た
。
時
々
、『
も

う
い
い
や
！
』
な
ん
て
言
う
気
持
ち
が
湧

い
て
き
て
も
、教
室
生
皆
で
励
ま
し
合
い
、

頑
張
り
ぬ
い
て
い
ま
し
た
。

自
宅
で
運
動
し
た
も
の
を
記
録
し
て
ほ

し
い
と
説
明
し
た
所
、
教
室
生
の
皆
さ
ん

は
『
大
変
だ
』、『
面
倒
だ
な
ぁ
』
な
ど
と

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
記
録
を
始
め
て
み

た
所
、『
書
く
の
が
楽
し
み
』、『
記
録
っ

て
大
事
！
』
と
言
う
考
え
に
変
わ
っ
た
よ

う
で
し
た
。
運
動
し
な
か
っ
た
日
の
記
録

は
正
直
に
×
で
構
わ
な
い
、
毎
日
記
録
を

付
け
る
事
が
大
事
！
と
先
生
は
繰
り
返
し

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

色良し、味良し、
バランス良し！

お世話になった小林先生

運動って楽しいね！

皆
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
で
教
室
に

参
加
し
、
６
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ

の
成
果
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
数
字
に
結
果
が
出
な

か
っ
た
方
も
い
ま
す
が
、
教
室
を
終
え
て

の
感
想
を
聞
い
た
所
、
皆
、
何
ら
か
の
良

か
っ
た
点
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
次
ペ
ー

ジ
に
み
な
さ
ん
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま

す
。健

康
は
お
金
で
は
買
え
ま
せ
ん
し
、

日
々
の
積
み
重
ね
が
重
要
で
す
。
乱
れ
た

生
活
習
慣
を
長
年
続
け
て
き
た
結
果
、
身

体
に
異
常
が
生
じ
る
と
、
す
ぐ
に
健
康
を

取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
教
室
を
き
っ
か
け
に
、
自
分
の
生

活
習
慣
を
振
り
返
る
良
い
機
会
に
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
年
度
も
、
特
定
保
健
指
導
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
特
定
健
診
と
同
時
に
、
対
象

者
は
是
非
参
加
し
て
下
さ
い
。

血　 圧 体　重 腹　囲

A さん 183 ／ 92 ⇒ 132 ／ 86 － 2.7 ㎏ － 1.7cm

B さん 152 ／ 76 ⇒ 134 ／ 88 － 0.1 ㎏ － 3.5cm

C さん 126 ／ 84 ⇒ 124 ／ 82 － 5.5 ㎏ － 4.5cm

◉
教
室
で
の
エ
ア
ロ
ビ
が
楽
し
か
っ
た
♪

◉
体
調
が
良
い
！

　

風
邪
も
引
か
な
く
な
っ
た
！

◉
砂
糖
と
油
を
控
え
る
よ
う
に
な
っ
た
！

◉
休
肝
日
を
無
理
な
く
1
日
作
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
！

◉
果
物
の
量
を
減
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。

◉
こ
の
年
に
し
て
、
初
め
て
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
取
り
組
め
た
！

◉
ひ
ざ
や
足
首
の
痛
み
が
な
く
な
っ
た
！

◉
芋
・
豆
類
、
野
菜
等
を
多
く
摂
る
よ
う

に
な
っ
た
。

◉
教
室
で
教
わ
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
を
毎
日

欠
か
さ
ず
行
っ
て
い
た
ら
、
体
が
楽
に

な
っ
た
！

◉
せ
っ
か
く
痩
せ
た
身
体
を
キ
ー
プ
で
き

る
よ
う
教
室
終
了
後
も
実
践
し
て
い
き

た
い
！

◉
ウ
エ
ス
ト
周
り
が
き
つ
か
っ
た
服
が
楽

に
着
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
！

◉
教
室
に
参
加
し
た
ら
、
食
事
や
運
動
の

知
識
が
身
に
付
き
、
自
然
に
生
活
の
中

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
！

健
康
レ
ポ
ー
ト
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5月のごみ収集日5月のごみ収集日

いちのみや
広報カレンダー 2010

いちのみや 55
※ カレンダーは５月の予定です。

休：休日当番医（9：00 〜 17：00）※変更する場合もあります。消防本部通信指令課☎ 24-0119 へお問合せください。

日 月 火 水 木 金 土
1	

友引

2	 3	 憲法記念日 4	 みどりの日 5	 こどもの日 6	 7	 8	
人権行政相談

休	長生八積医院 休	長島医院 休	いちのみやクリニック 休	秋場医院
	 ☎ 32-3282 	 ☎ 42-8800 	 ☎ 42-1616 	 ☎ 42-3323

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

9	 10	 11	 12	 13	 14	 15	

休	長生診療所
	 ☎ 32-3303

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 仏滅 大安

16	 120 周年記念事業 17	 18	 19	 20	 21	 22	
ウォークラリー（子ども会） 法律相談 町長室開放日
一宮海岸 2,000 本植樹祭
休	津谷クリニック
	 ☎ 32-5645 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

23	 24	 25	 26	 27	 28	 29	 120 周年記念事業
城西国際大学

休	よねもと整形外科 公開講座
	 ☎ 40-1065

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

30	 31	
ごみゼロ運動
休	鈴木医院
	 ☎ 42-3111

友引 先負

１．コース
（１区〜 10 区）

２．コース
11 区〜 17 区（船頭給・新地・宮原・海岸）

３．コース
（綱田・東浪見・新浜）

粗
大
ご
み

第２金曜日 燃
え
な
い
ご
み

第１金曜日 資
源
ご
み

第１金曜日
（ビン、缶、ペットボトル）

14 日 ７日 ７日
資
源
ご
み

第３金曜日 粗
大
ご
み

第３金曜日 燃
え
な
い
ご
み

第２金曜日
（ビン、缶、ペットボトル）

21 日 21 日 14 日
燃
え
な
い
ご
み

第４金曜日 資
源
ご
み

第４金曜日 粗
大
ご
み

第４金曜日
（ビン、缶、ペットボトル）

28 日 28 日 28 日
☆燃えるごみの収集日は全コース火、木、土曜日です。

今月の納期
軽自動車税 第１期 ５月31日㈪
期日までに納めましょう。

こども急病電話相談

夜間急病診療所

プッシュ回線の固定電話からは
局番なしの⇒♯ 8000
直接おかけの場合は⇒☎ 043-242-9939
相談日時は、毎日夜間　19 時〜 22 時
なお、緊急・重症の場合は迷わず「１１９」へ

  ☎ 24-1010	（茂原消防署のうら）
・診療科目 内科・小児科・診療時間 20：00 〜 23：00

夜間急病診療テレフォン案内
  ☎ 24-1011	（19：00 〜翌朝６：00）


